
『陰

陽

十

一
脈

灸

経
』

の
研

究

赤

堀

昭

一'
『陰
陽
十

1
脈
灸
経
』

『
陰
陽
十

1
脈
灸
置
』
は
馬
王
堆
三
競
漠
墓
中
か
ら
姿
見
さ
れ
た
畠
書
の
l
つ
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
畠
書
に
は
い
ず
れ
も
標
題
が
つ
け
ら
れ

て
な
く
'
こ
の
名
稀
も
中
国
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
経
脈
の
敦
は
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
後
世
の
書
で
は
'

い
ず
れ
も
陰
陽
各
六
の
十
二
と
な
っ
て
い
る
が
'
こ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
は
手
の
蕨
陰
脈
を
放
い
て
い
て
'
陽
脈
六
'
陰
朕
五
の
計
十

1
と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
墓
の
経
脈
書
は
二
種
類
あ
り
'
そ
の
記
載
内
容
に
違
い
が
あ
る
ほ
か
に
､
経
脈
の
配
列
に
つ
い
て
も
違
い
が
あ
る
｡

す
な
わ
ち

一
方
が
陽
脈
六
に
つ
い
て
の
記
載
を
並
べ
た
の
ち
に
陰
脈
五
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
の
に
封
し
､
他
方
は
足
脈
六
に
つ
い
て
述
べ

た
の
ち
に
'
腎
脈
五
に
解
れ
て
い
る
｡
『陰
陽
十

一
脈
灸
笹
』
(以
下

『
陰
陽
灸
経
』
と
略
)

と

『
足
啓
十

一
脈
灸
経
』
(『
足
宵
灸
経
』
)

と
い

(-
)

う
名
稀
は
､
こ
の
配
列
様
式
に
注
目
し
て
着
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
｡

『
陰
陽
灸
経
』
に
は
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
甲
本
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
は
幅
二
四
糎
の
畠
の
上
に

『
足
啓
灸

(-
)(2
)

経
』
に
績
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
'
そ
の
あ
と
に

『
脈
法
』
と

『
陰
陽
版
死
候
』
'
『
五
十
二
病
方
』
が
緯
い
て
い
る
｡
乙
本
は
幅
五
三
糎
の
烏

(-
)(-
)

の
上
に

『
却
穀
食
菊
篇
』
に
績
い
て
'
行
も
改
め
ず
に
書
か
れ
､
そ
の
う
し
ろ
に
は

『
導
引
囲
』
が
描
か
れ
て
い
る
｡
こ
の
二
種
の
書
は
細
部

に
違
い
は
あ
る
も
の
の
､
ほ
と
ん
ど

一
致
し
'
同

一
の
書
と
考
え
て
よ
い
｡
た
だ
し
'
肩
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
に
は
か
な
り

一
致
し
な

『陰
陽
十

丁
賑
灸
経
』
の
研
究

二
九
九
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い
も
の
が
あ
る
か
ら
､
丙
書
が
暮
さ
れ
た
年
代
に
は
違
い
が
あ
る
t
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
｡
D
E
書
は
折
畳
ま
れ
て
い
た
た
め
に
'
前
後
の
部

分
が
癒
着
し
て
か
な
り
ひ
ど
い
損
傷
を
受
け
'
随
所
に
鉄
損
部
分
が
あ
る
が
'
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
'
そ
れ
ら
の
部
分
の
多
く
は
南
書
で
違

っ

て
い
る
た
め
に
へ
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
か
な
り
の
部
分
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

『
陰
陽
灸
雀
』
は
後
述
の
よ
う
に
､
現
在
す
る
中
国
暫
撃
古
典
と
の
対
比
に
お
い
て
重
要
な
意
義
を
持

っ
て
い
る
た
め
に
'
そ
の
考
樺
を
試

み
る
と
と
も
に
'
若
干
の
考
察
を
も
加
え
る
こ
と
に
し
た
｡

二
､

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
考
揮

(4
)

『
陰
陽
灸
経
』
は
窟
異
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
｡
揮
文
は
最
初
､
甲
乙
南
本
と
も

『
文
物
』
誌
上
に
登
表
さ
れ
た
が
'
甲
本
は
最
近

『
五
十

3B)E

二
病
方
』
(以
下

『
病
方
』
)
と
い
う
畢
行
書
の
な
か
に
も
収
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
た
｡
そ
こ
で
は
前
回
の
菱
表
が

l
部
改
め
ら
れ
て
い
る
た
め
'

今
岡
は
そ
の
樺
文
を
底
本
と
L
t
放
け
た
部
分
を
乙
本
か
ら
補

っ
た
｡
た
だ
し
簡
健
字
は
奮
漢
字
に
改
め
た
｡
こ
の
灸
経
に
収
め
ら
れ
た
各
版

の
記
載
は

1
定
の
様
式
に
従

っ
て
い
て
'
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
胃
頭
の
脈
の
走
向
を
記
述
し
た
部
分
と
'
是
動
則
病
と

其
所
産
病
と
い
う
文
字
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
部
分
で
あ
る
｡
甲
本
は
各
版
毎
に
行
を
改
め
て
書
か
れ
て
い
る
｡
し
か
し
脈
毎
で
は
か
な
り
長
-

な
る
も
の
も
あ
る
た
め
'
以
下
の
考
稗
に
際
し
て
は
､
便
宜
上
前
記
の
三
部
分
ず
つ
に
分
け
て
扱
う
こ
と
に
し
た
｡
し
た
が

っ
て
是
動
則
病
と

其
所
産
病
は
下
記
の
樺
文
で
は
新
し
い
行
の
胃
頭
に
来
て
い
る
が
'
原
文
で
は
そ
の
前
の
区
切
り
の
最
後
の
文
字
の
下
に
緯
け
て
書
か
れ
て
い

る
｡
ま
た
帯
文
で
は
'
原
本
で
行
が
奨
る
た
び
に
行
を
改
め
た
｡
そ
の
上
の
数
字
は
原
本
で
の
行
数
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
そ
れ
が
1
か
ら
始

ま
っ
て
い
な
い
の
は
'
前
述
の
よ
う
に
'
そ
の
前
に

『
足
常
灸
経
』
が
書
か
れ
て
い
て
'
そ
れ
が

一
行
か
ら
三
十
四
行
ま
で
を
占
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
｡



(-
)

(-
)

(-
)

(9
)

現
存
す
る

『
黄
帝
内
経
太
素
』
(以
下

『
太
素
』
)'
『着
帯
内
軽
索
問
』
(『素
問
』
)
'
『黄
帝
内
軽
重
枢
』
(『塞
梶
』
)
'
『黄
帝
甲
乙
経
』
(『
甲

l川
＼

乙
経
』
)
'
『
脈
経
』
に
は
､
相
互
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
｡

そ
の
う
ち
の
一
つ
の
十
二
経
脈
に
関
す
る
部
分
は
t

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
'

『
陰
陽
灸
経
』
ま
た
は
そ
の
組
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
'
『陰
陽
灸
躍
』
の
滞
文
と
並
べ
て
'
『太
秦
』
の
封
慮
す
る
部
分
を
示
す

｢‖
｣

こ
と
に
し
た
｡

(1
)

(13
)

(14
)

(15)(16)

(17
)

35

〔
鉦
陽
眠
｡
漣
外
疎
暑
中
｡
出
却
中
｡

(1
)

(t
)

(2
)(21
)

(2
)

(2
)

上
穿
振
｡
出
献
中
｡
爽
香
｡
出
於
項
｡
口
頭
角
｡
下
顔
｡
爽

(24
)

(25
)

(26
)

36
髄
｡
穀
目
内
廉
｡

(27)

(2
)(2
)

(2
)

(釦
)

(2
)

(31
)

『
太
素
』
贋
眺
足
太
陽
之
脈
o
起
於
引
河
野
｡
上
額
｡
交
願
上
｡
其
支
者
｡
従
厳
至
耳
上
角
｡
其
直
者
｡
後
願
入
洛
脳
｡
遠
出
別
下
堺
｡

(sg)

れ朋
｢

(3
)

(3
)

(34
)

(zi)

情
眉
構
内
｡
侠
脊
抵
腰
中
｡
人
情
背
｡
賂
腎
｡
屈
筋
耽
｡
其
支
者
｡
従
腰
中
下
貰
腎
｡
入
胴
中
｡
其
支
署
｡
従
館
内
左
右
別
下
賞
牌
｡

(3
)

(3
)

(37)

(3
)

(3
)

(3
)

過
牌
梶
｡
情
牌
外
後
廉
｡
下
合
澗
中
｡
以
下
買
胴
｡
出
外
一堺
之
後
.
情
京
骨
｡
至
小
指
外
側
｡

BI弧
E

足
の
太
陽
の
脈
は
外
側
の
-
る
ぶ
し
の

(後
の
〕
-
ぼ
み
を
つ
き
あ
が
り
'
脚
に
出
'
上
行
し
て
背
部
を
つ
ら
ぬ
き
'
大
腿
骨
頭
の
う
し

(41
)

ろ
に
出
'
脊
柱
を
は
さ
ん
で

∩
上
行
し
て
〕
'
項
に
出
'
ひ
た
い
の
髪
の
生
え
際

∩
で
交
叉
し
〕
､
ひ
た
い
の
中
央
部
を
下
り
'
眉
間
の
骨

の
南
側
を
通
っ
て
'
目
が
し
ら
に
つ
ら
な
る
｡

(42
)

(43
)

(4
)

(4
)(4
)

(47
)

(48
)

是
佳
則
病
｡

撞
頭
痛
｡
□
□
口
□
脊
痛
｡

要
以
折
｡
牌
不
可
以
蓮
｡

服

(49)

(50
)

(5
)

(5
)

(5
)

37
如
結
〕｡

脱
如

〔
裂
｡
此
∪
馬
保
塚
｡
是
鋲
陽
賑

〔
主
治
〕｡

(54
)

(55
)

『
太
素
』
副矧
勤
馴
蘭
｡
蘭
画
楓
｡
目
似
腕
｡
項
似
按
｡
矧
矧

3舶
E

腰
似
折
｡
解
不
可
以
廻
｡
胴
如
結
｡

([=)

願
如
裂
｡
是
馬
蹄
厭
｡
是
主
筋
｡

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
そ
れ
は
頭
が
ず
き
ず
き
痛
み
'
ロ
ロ
ロ
ロ
'

背
中
が
痛
み
'

腰
が
折
れ
そ
う
に

∩
感
じ
〕
'

大
腿
を
ま

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究
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わ
す
こ
と
が
で
き
ず
'
〔膝
の
裏
側
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
み
た
い
で
〕
､
ふ
-
ら
は
ぎ
が
裂
け
そ
う
に
な
る
｡
こ
れ
が
探
蕨
で
あ
る
｡
こ
れ

は
太
陽
の
版
が
つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(5)

(5)

(6)

其
所
産
病
｡

頭痛
｡

耳
聾
｡
項
痛

｡

耳

(61
)

(62)

(45)(63)

(64)
(65
)

(66)

38
彊
〕｡
煙
｡
北
痛
｡

要
痛

｡
尻
痛
｡

蹄
｡
俗
痛
｡
腺
痛
｡

〔足
小
指

棒
｡
馬
十
∪
二
病
｡

】

(67
)h郎
卜

(6
)

『
太
素
』
斬
型
矧
者
｡
矧
｡

樹

｡

狂
顛
疾
｡
頭
亜

項
痛

.

目
黄
｡
演
出
.
軌
厩
｡
項
葡
固
矧
胴
臓
脚
皆
矧
が
小
錦
不
用
｡
馬
此
諸
病
.

(S
)

(1
)

盛
則
霜
之
｡

虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
慮
｡
以
経
取
之
｡
盛
者

則

人

迎
大
再
倍
於
寸
口
｡
盛
者

別

3耐
i:

人
迎
反
小
於
寸

ロ
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
頭
痛
'
高
度
の
難
聴
'
項
痛
'
耳
彊
'

マ
ラ
-
ア
'
背
痛
'
腰
痛
'
尻
痛
'
持
'
脚
痛
'
ふ
く
ら
は

ぎ
の
痛
み
'
足
の
小
指

∩
の
し
び
れ
U
の
十
二
病
で
あ
る
｡

(71
)

(15
)

(72
)

(73
)

(74
)

(75
)

39

〔
少
〕
陽
離
.
軸
干
外
裸
之
前
廉
｡

上
出
魚
股
之

∩
外
｡
出
∪
口
上
｡
〔出
目
前
〕｡

(76
)

_

_

ー

(77
)

(78
)

(32
)

(79
)

『
太
素
』
騰
足
少
陽
之
脈
｡
起
於
冒
免
皆
｡
上
抵
角
｡
下
耳
後
｡
倍
額
｡
行
事
少
陽
之
前
｡
至
屑
上
｡
却
交
出
手
少
陽
之
後
｡
入
敏
盆
.

(80
)(7
)

(8
)(7
)

(㍑
)

(CO3)

其
支
者
｡
従
耳
後
入
耳
中
｡
出
走
耳
前
｡

至
目
党
営
後
｡

其
支
署
｡
別
目
党
営
下
大
迎
｡
合
手
少
陽
於
煩
下
.
加
頬
車
｡

下
顎
O
合
鉄

(..4)

(31
)

(3
)

(O,..')

(86
)

(3
)(87
)

盆
｡
以
下
胸
中
｡
貫
南
｡
賂
肝
｡
屈
膿
｡
情
脇
裏
｡
出
菊
街
｡
繰
毛
際
｡
横
入
解
療
中
｡
其
直
者
｡
従
政
盆
下
被
｡
備
胸
｡
過
季
脇
｡

(8
)

(3
)

(8
)

(8
)

(9
)

(91
)

下
合
牌

療

中

｡
以
下

情

鮮

太

陽

｡
出
膝
外
廉
｡
下
外
輔
骨
之
前
｡
直
下
抵
絶
骨
之
端
｡
下
出
外
観
萄

備
足
鍋
上
｡
入
小
指
次
指
之

(92)

(93
)(90)

(32
)

(94
)

(95
)

(96
)

間

｡

其
支
者
｡
別

鞘
上

｡
入
大
指
之
問
｡
情

大

指

皮

内

｡
出
其
端
｡
遣

貰

爪

甲
｡
出
三
毛

｡

少
陽
の
脈
は
外
側
の
-
る
ぶ
し
の
前
の
縁
に
つ
な
が
り
'
上
行
し
て
大
腿
下
部
の
外
に
出
'
ロ
の
上
に
出
て
目
の
前
に
出
る
｡



(42
)

(97
)

是
佳
則
病
｡
〔
心
輿
脇
痛

(9
)

(9-
)

(
1-0

)

(
1-1

)

40
不
〕
可
以
反
模
｡
甚
則
無
膏
｡
足

〔
外
∪
反
.
是
馬
陽
〔

蕨

〕

｡

是
少
陽
〔

賑

主

〕
治
｡

-

t

L
摘
心

-

(1-
)

_

_

(1
)

i

∫

『
太
素
』
鳳
劃
則
樹
｡
口
苦
｡
善
大
息
｡
心
脇
痛
｡
不
能

反
側
｡
甚

則
面
塵

｡

鰻
無

膏

滞
｡
足

少

陽

反

熟

｡
是
馬
陽
厭
｡
是
主
骨
｡

闇
的

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
胸

と

脇
が
痛
み
'
ね
が
え
り
を
う
つ
こ
と
が
で
き
な
い
｡
ひ
ど
い
場
合
に
は

〔
や
せ
て
〕
あ
ぶ
ら
げ
が

な
く
な
り
'
足
が
外
側
を
向
い
て
し
ま
う
｡
こ
れ
を
陽
厭
と
い
う
｡
こ
れ
は
少
陽
の
脈
が
つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
1-6

)

(1-7)

其

所

産

病
｡
□

ロ
ロ
∩
頭
｡

(
1)
(1
)

(
t10

)

(
4-

)

(
1

)

(
S

)

(
113

)

(
1

)

(
1

)

(
1

)

41
覇
∪
痛
｡
脇
痛

｡
煙
｡
汗
出
｡
節
義

痛

｡

牌

∩

外

∪

廉
∩

痛

〕

｡

〔

口

痛

〕
.
魚

股

痛
｡
〔

膝

外

廉
∪
痛
｡
振
寒
｡
〔

足

中

指
〕

(117
)

4
2

既

｡

馬
十
二
病
｡

_

_

(
1

)
ー

(
7-

)

(
119

)

(
S

)

(
1

)

q

M

ー

_

ー

(S)(紬)

『
太
素
』
所
生
病
者
｡
頭

角

腰
痛
｡
目

免

骨

痛
｡
鉄
盆
中
腰
痛
｡

綬

下

膿

｡

馬
刀

侠

嬰

｡
汗
出

｡
振
寒
｡煙
｡
胸
脇
肋
解
膝
外
至
腔
絶

(郎
)

骨
外
蝶
前
｡
及
諸
岡
皆
矧
｡
小
指
次
指
不
用
｡
馬
此
諸
病
｡
盛
則
宕
之
.
虚
則
補
之
｡
熱
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛

(S
)

(S
)

(7
)

不
慮
｡
以
経
取
之
｡
盛
者

則

人

迎
大

一
倍
於
寸
口
｡
虚
者

則

人

迎
反
小
於
寸
口

｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
□
ロ
ロ
､
頭
と
預
の
痛
み
'
脇
の
痛
み
'

マ
ラ
-
ア
'
馨
汗
'
す
べ
て
の
関
節
の
病
み
'
大
腿
骨
頭

部
の
外
側
の
痛
み
､
□
痛
'
大
腿
下
部
の
痛
み
'
膝
の
外
側
の
痛
み
'
さ
む
け
を
伴

っ
た
ふ
る
え
'
足
の
中
指
の
し
び
れ
の
十
二
病
で
あ

る
｡

(
1

)

(
捌

)

(
S

)

(
t
D
s

)

(
1-7

)

(
1

)

(
S

)

(
1-

)

(
1

)

(Ns)
(
t

)

43
陽
明

眠

｡

∩

穀

〕

干

節

骨

外
廉
｡

循

尉

而

上

｡

穿

膿

｡

出
魚

股

□

□
□
口
｡

穿

〔

乳

〕

｡

穿
頼
｡
〔
出

目

外
〕

闇

E

44
廉
｡
琵

〔

顔

〕
口
｡
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(描
)

ー

-

(_
)

(
1

)

(
3

)

(
S

)

(1
)(3
)

『
太
素
』

胃

足

陽

明

之
脈

｡

起
於
鼻

｡

交
顔

中

｡

下

情

鼻

外
｡
入
上
歯
車
｡
遠
出

侠

口

｡
環
層
｡
下
交
承
費
｡

却

値

頃

後
下
廉
｡
出
大

(3)
ー

(3
)

(3
)

(140
)

(3)

迎
｡
僻
頼
車
｡
上
耳
前
op
過
客
主
人
0
倍
髪
際
?
至
額
願
｡
其
支
者
｡
雄
大
迎
前
下
人
迎
｡
情

喉

唖
｡
入
牧
盆
｡
下

南

｡

属
胃
.
脇

膜

o

(1
)(1
)

(S
)
(NS
)

(3
)

(3)

其
直
者
｡
従
政
盆
下
乳

内
廉
｡
下
侠

香

｡

人
気
街
中
｡
其
支
者
｡
起

胃

口

｡

下
情

腹

裳
｡
下
至
菊
街
中
｡
而
合
｡
以
下

牌

｡

抵
伏
発
｡
下

(1
)

(3
)(1-6
)-

(147
)

(=
)

膝

｡

入
風

車

｡
下
情

桁

外

廉

｡

下
足
附
｡
入
中
指
内
間
｡
其
文
者
｡
下

膝

三

寸
｡
而
別

以

下

入
中
指
外
聞
｡
其
支
署
｡
別
踊
上
｡
入
大
指

(149
)

間
｡
出
其

端

｡

陽
明
の
脈
は
歴
の
骨
の
外
側

∩
の
下
部
U
に
つ
な
が
り
'
贋
の
骨
を
め
ぐ
っ
て
上
行
し
､
膝
蓋
を
つ
ら
ぬ
い
て
'
大
腿
の
下
部
に
出
'
ロ

ロ
ロ
ロ
'
乳
を
つ
ら
ぬ
き
'
頬
を
つ
ら
ぬ
き
'
ま
な
じ
り
の
外
縁
に
出
'
ひ
た
い
の
中
央
部
を
め
ぐ
っ
て
'
ロ
｡

(
1

)
(
4

)

(
1-1

)

(
1-

)
(
1-3

)

(
1

)
(
Z

)

(
S

)

是

僅

則

病
｡
酒

酒

病
寒
｡

菩

龍

｡

宴

吹

｡

顔
∩

黒

(1
)

(1-9
)
(禦

(1-1
)

45
木
音
別

傷

心
然

驚

｡

心

腹

｡
欲
猫

閉

戸

傭
而
虞
｡
〔

病

甚

U

則

欲

∩

登

高

而
歌
｡
棄
∪
衣
∩

而

走

｡
此
馬
∪

(
1-7

)

'

病
歴
｡
病
至
則

意

人

輿
火
｡
聞
∪

(1
)

(1-3
)

(=-
)

､
]T
f7
7
L
Th

]′｣
=

J
L
t
J

r/

tTJ
.L

r
TD

T｢｣LF＼〇
lr4.Tr′J

(
1-5

)

(5-
)

(
Z
)
読

)

46
新

顔

｡

是

陽

明

賑

主

治
.

】

甲

_

(Z)(so')

-
(1-)

｣
肘｢

『
太
素
』
是

動

則

病

o

酒

酒振
寒
O

鞠
例
｡
執
匁
｡
矧
矧
｡
病
至
則
悪
人
輿
火
｡

矧
剰
蘭
別
働
鞠
而
驚
｡

心
欲
動
｡

猫
関
戸
備
両
虎
｡

ー

q

I

(
1)(1-3
)

.

.

小闇
(
1-5)_

甚
則
欲
上
高

而
歌
｡

棄
衣
而
走
｡
責

潜

腹

腹
｡
是

馬
術
厳
｡
是
主
血
｡

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
気
に
な
る
｡
ぞ
-
ぞ
-
と
さ
む
け
が
し
'
よ
-
の
び
を
L
t
し
ば
し
ば
あ
-
び
を
す
る
｡
ひ
た
い
の
中
央
部
が
黒
-

(1-6
)

な
り
'
は
れ
も
の
を
病
む
｡
病
菊
が
起

っ
て
-
る
人
と
火
を
き
ら
い
'
木

音

を

聞
-
と
は
っ
と
驚
き
'
む
ね
が
ど
き
ど
き
し
て
'
濁
り
で

戸
や
窓
を
し
め
て
と
じ
こ
も
ろ
う
と
す
る
｡
病
菊
が
ひ
ど
-
な
る
と

∩
高
い
と
こ
ろ
に
の
ぼ
っ
て
〕
歌

っ
た
り
'
着
物
を
脱
ぎ
す
て
て
走

っ
た
り
し
た
が
る
｡
こ
れ
を
軒
願
と
い
う
｡
こ
れ
は
陽
明
の
版
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡



(1)

(
1)

其
所
産
病
｡

顔
痛

｡
鼻

肌
〔

(a_)
(Sgd)(mT)
(Sgd)(SJ

47
腹
外
種

｡
陽
痛
｡
膝
跳
(
(1)
(=
)(
m
)

領
〔
頚
痛
｡

(捕)
付

□
口
｡

TL...さ:I
し ノ 輔 lTT

十 Li )

心
輿
肢
痛
｡

〔病
〕｡

『
太
素
』

所
生
病
者
｡

(
1-7)

狂

癖
｡
温
淫
｡
汗
出
｡
軌
厩
｡

廉
足
踊
上
皆
痛
｡
中
指
不
用
｡
菊
盛
則
身
以
前
皆
熟
｡

(
=

)

_

P

(
1-0

)

(
s
i
)

愉

)

(
は

)

口
嘱
｡
層

胎

｡
覇

贋

｡
喉
棒
｡
腹

外

膜
｡
膝
膿

腰

痛

｡

情

贋

乳

街

股
伏
菟

桁

外

(.a
)

(1
)

共
有
飴
｡
於
胃
則
滑
穀
善

飢

｡

溺
色

襲

｡

菊
不
足
｡
則
身
以
前
皆
寒
懐
｡
胃

中

I,JA.)

寒
則
脹
浦
｡

馬
此
諸
病
｡

盛
則
窟
之
｡

虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡

寒
則
留
之
｡

階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
慮
｡
以
経
取
之
｡
盛
者
則
人
迎

51甜
E

大
三
倍
於
寸
口
｡
虚
則
人
迎
反
小
於
寸
口
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
ひ
た
い
の
部
分
の
痛
み
'
鼻
づ
ま
り
､
あ
ご
と
額
の
痛
み
'
乳
房
の
痛
み
'
む
ね
と
わ
き
の
上
部
の

痛
み
'
腹
壁
の
は
れ
へ
腸
の
痛
み
'
膝
の
強
直
'
足
の
甲
の
□
口
の
十
病
で
あ
る
｡

(
t

)

(
_g
S
)

(
1-

)

(
_S
;
)

(
6

)

眉

眠

｡

起

子

耳
後
｡
下
眉
｡
出
席
外
∩

廉

〕

｡
出

口

ロ
コ
｡
乗
手

北

｡

(1
)

(1-
)

(3
)_

(
S
)

(C･co
)

(
Z
)

(
Ns

)

(old)

『
太
素
』

小

腸

手
太
陽
之
脈
｡

起

於

小
指
之
端
｡
情

手

外

側
｡
上

娩

出

牒
中
｡

直
上
｡
情

腎

下

骨
下
廉
｡
出
肘
内
側
爾

骨

之

問
｡
上
値

(=
)

(gS)

(3
)

(3
)

(1
)

矧
外

後
劇

｡

出
風
解

o
続
肩
甲

｡

交
肩
上
｡
入
鉄

盆

｡

膳

心

｡
備

咽

｡
下

丙

｡

抵
胃
｡
属
小
腸
｡
其
支
者
｡
従
鉄
盆
倍
額
｡
上
頬
｡
至

(Z)

(S
)

目

免

皆

｡
却
入
耳
中
｡
其
支
者
｡
別
頬
上
枝
｡
抵
鼻
｡
至
目
内

管

｡

(2-7)

眉
脈
は
耳
の
う
し
ろ
に
起

っ
て
'
眉
を
下
り
､
上

腕

の
外
縁
に
出
､
□
□
口
に
出
'
手
の
甲
を
行
-
0

(
=

)

(
=

)

(
a

)

是
〔

動

則

病
｡
曝
痛
｡
領

種

〕

｡
不
可
以

廟

｡

眉

(cm
)

(2
)

(1
)

49
以

脱

｡
膳

以

折

｡
是
眉

賑

主

治
｡

節

的

『
太
素
』
是
動
則
病
｡
曝
痛
｡
髄
膜
｡
不
可
以
廟
｡
眉
似
按
｡
膳
似
折
｡
是
主

液

｡
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師

山河

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
〔

の

ど

の
痛
み
〕
'
あ
ご
が
ほ
れ
て
､
ふ
り
む
-
こ
と
が
で
き
な
い
｡
眉
は
抜
け
そ
う
で
､
上
腕
は
折
れ

そ
う

〔
な
感
じ
が
す
る
〕｡

こ
れ
は
屈
服
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
0

(
2

)

(
1

)

(
2

)

(
m

)

(
C
.
E
=
)

へ
1-

)

∩

其

所

産
病
〕｡
領

∩

痛

｡

喉

棒

｡
背
痛
｡
肘

∪

痛

｡

薦
四
病
｡

(a
)

_

(6-
)

『
太
素
』
噺
封
蝋
者
O
耳
聾
｡
目
黄
｡
頬
贋
｡
覇
矧
眉
贋
矧
圏
外
後
廉
病
｡
馬
此
諸
病
｡
盛
則
寓
之
｡
虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則

3耐
瓦

博
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
虚
｡
以
経
取
之
｡
盛
者
則
人
迎
大
再
倍
於
寸
口
｡
盛
者
則
人
迎
反
小
於
寸
口
｡

(219
)

(ES)

CES)

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
あ
ご
の
痛
み
'
の

ど

の
麻
捧
'
前

腕

の
痛
み
'
ひ

じ

の
痛
み
の
四
病
で
あ
る
｡

(5
)

(
E
;
)

(
6
)

(
S

)

(
g
S
)

(
g
S)

耳

聡
｡

起

千

手

北

｡

出
管
外
爾
骨
之
間
｡
〔

上

骨

∪
下

廉

｡

〔
出

肘

中
〕
｡
入
耳
中
｡

･
太
素
』

(響

-

少
-

脈
｡
4
(5
,,5
指
次
鰭

｡
上
出
(S
k
(?
,B
｡
野

覇

.

出
啓
外
-

之
問
｡
上
帯

蝶

｡
上
層
｡

｢‥-tJ

而
交
出
足
少
陽
之
後
｡
入
鉄
盆
｡
布

腰

中
｡
散

膳

心

包
｡
下

南

｡

偏

屈

三

焦

｡

其
支
者
｡
従
腰
中
上
出
敏
盆
｡
上
項
｡

係

耳

後
｡
直
上
｡

(S
)

弔
)(a
)

出
耳
上
角
｡
以
屈
下

頬

｡
至
榛
｡
其
支
者
｡
従
耳
後
寄

出
走
耳
前
｡
過
客
主
人
前
｡
交
頬
｡
至
目
免

皆

｡

耳
脈
は
手
の
甲
に
起
り
'
前
腕
の
背
側
で
二
本
の
骨
の
あ
い
だ
に
出
'
榛
骨
の
小
指
側
の
線
に
そ
っ
て

∩
上
り
〕
'

ひ
じ
に
出
､

耳
の
な

か
に
は
い
る
｡

(42
)

是
僅
則
病
｡
耳
聾
｡

(S
)

(1
)

(1
)

51
輝
輝

膝

膝

｡
曝

程

｡

是
耳
賑
主
治
｡

｢

】

陥2-6).｣
_2-7

L

_

『
太
秦
』
是
動
則
病
｡
耳
聾
｡
揮

揮

淳

淳

｡

略
歴｡喉
棒
｡
是
主
菊
｡



こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
高
度
の
難
聴
が
起
り
'
音
が
耳
に
こ
も
っ
て
重
苦
し
-
､
の
ど
が
は
れ
る
｡
こ
れ
は
耳
脈
が
つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
=

)
(
=

)

(
=

)

其
所
産
病
｡
目
外

漬

痛

｡

頬
∩

痛

〕

｡

耳
聾
｡
馬
三
病
｡

M
(=
)_

｣
細
山

へ
糾
)

(
6

)

『
太
素
』
所
生
病
者
｡
汗
出
｡

目
免

背
痛
｡
頼
痛

｡

耳
後
屈
膳
肘
常
外
皆
痛
｡
小
指
次
指

不

用

｡
馬

此

諸
病
｡
盛
則
窟
之
｡
虚
則
補
之
.

(L-i)

熟
則
疾
之
｡
寒
則
博
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
虚
｡
以
笹
取
之
｡
盛
者
則
人
迎
大

1
倍
於
寸
口
｡
盛
者
則
人
迎
反
小
於
寸
ロ
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
ま
な
じ
り
の
痛
み
'
頬
の
痛
み
､
高
度
の
難
聴
の
三
病
で
あ
る
｡

(1
)

(
S
)

(
=
)

(加
)

52
歯

振

｡

起
子

次

指

輿
大
指
上
｡
出
啓
上
廉
｡
入
肘
中
｡
薬
膳
｡
〔
穿

∪

頼
｡
入
歯
中
｡
爽

鼻

｡

(a
)

i

(a
)

(sS)

(S
)

(3
)】

L

『
太
素
』

大

腸
手
陽
明
之
脈
｡

起
於
大
指
次
指
之
端
｡

情
指
上
廉
｡
出
合

谷
爾
骨
之
間
｡
上
人
南
筋
之
中
｡
僻
管
上
廉
｡
入
肘
外
廉
｡

(

5
)_

(S
)

(S
)

(2
)

(3
)

(1
)

(gS)

上

腕

外

前

廉

｡
上
眉
｡
出

髄

前

廉
｡
上
出

於

桂

骨
之
倉
上
｡
下
人
故
盆
｡
膳

肺

｡
下

宿

｡

属
大
腸
｡
其
支
者
｡
従
鉄
盆
｡

上

預
｡
貰

矧

o

入

下

歯

中

｡

遠
出

侠

口

｡
交
人
中
｡
左
之
右
｡
右
之
左
｡
上
侠

鼻
孔
｡

歯
脈
は

∩
手
の
∪
示
指
と
母
指

∩
の
あ
い
だ
U
に
起
り
､
前
腕
の
母
指
側
の
縁
に
出
'
ひ
じ
に
は
い
り
'
上
腕
を
の
ぼ
り
'
頬
を
つ
ら
ぬ

き
'
歯
の
な
か
に
は
い
り
'
鼻
を
南
側
か
ら
は
さ
む
｡

闇

的

是
∩

動

∪

(
1-7
)

(
S
)
(
m

)

(ほ)

53
則
病
｡
歯

痛

｡

胞

種

｡

是
薗

賑主
治
｡

I

_

匝

_

(
a

)

『
太
素
』
是
動
刺
痛
｡
歯
痛
｡

棋
贋
｡
是
主

津

｡

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究
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〇
八

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る

.｡
歯
が
痛
み
'
目
の
下
が
は
れ
る
｡
こ
れ
は
歯
脈
が
つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
1-

)

(
g
S
)
(
1-1

)

(
1-

)

(

S
)

其
所
産
病
｡
歯

痛

｡

肥

撞

｡

日
章
｡
口
乾
｡
腸

痛

｡

馬
五
∩

病

〕
｡-毎

(
s
)

『
太
素
』
圃
愚
痴
者
｡
矧
責~
｡
和
樹
｡
軌
鹿
｡
喉
棒
｡
眉
前
嬬
痛

｡

大
指
次
指
痛
不
用
｡
菊

盛

有

飴
｡
則
嘗
脈
所
過
老
熟
腰
｡
虚
則
寒

D脈
E

懐
不
復
｡
馬
此
諸
病
｡
盛
則
寓
之
｡
虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
慮
｡
以
経
取
之
O
盛
者
則
人
迎
大

(rE)

三
倍
於
寸
口
｡
盛
者
則
人
迎
反
小
於
寸
口
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
歯
の
痛
み
'
目
の
下
の
は
れ
'
目
の
薫
染
'
口
中
の
乾
き
､
上
腕
の
痛
み
の
五
病
で
あ
る
｡

(
S
)

(1
)

(
=
)
(t
)
(
S
)

(
Z
)

(
捕
)

(ほ
)

54
大

陰

眠

｡

是

胃

賑

殴

｡

彼

胃

｡
出
魚
股
陰
下
廉
｡
膳
上
廉
｡
出
∩
内

∪

蝶

之

上
廉
｡

(Z
)

t

t

(-3)

(=
)

(3
)(
S
)

『
太
素
』

牌

足
太
陰
之
脈
｡
起
於
大
指
之
端
｡
僻
指
内
側
自
肉
際
｡

過
薮

骨
後
｡
上
面
楓
前
鳳
｡
上

胸

内
｡
僻

腰

骨

後
｡
交
出
願
陰
之

(2-
)(3
)

_

(2-1)

(31
)_

(1
)
(..S)

(1
)

(S
)

前
｡
上

値
膝

股
内
前
廉
｡

入
股
｡
属
牌
｡

脇
胃
｡
上
商

｡

侠

咽

｡
連
舌
本
｡
散
舌
下
｡
其
支
者
｡
腹
従
胃
別
上

扇

｡

注
心

中

｡

｢
足
の
〕
太
陰
の
脈
へ
こ
れ
は
胃
脈
で
あ
る
｡

胃
を
覆
い
'

大
腿
下
部
の
う
し
ろ
が
わ
の
下
端
に
出
'

ふ
く
ら
は
ぎ
の
上
端

〔
を
通

っ

て
〕
'
内
側
の
-
る
ぶ
し
の
上
線
に
出
る
｡

(2-3
)

是
動
則
病
｡
上

ロ

(2-
)(
捕
)

(
粥

)

(

2-7
)
(
S
)

(
2-9
)

(
=
)

(5)
(ほ)

55
走
心
｡
使

復

張

｡

善

暗

｡

食

欲

欧

｡

得

後

輿
菊
則

快

然

衰
.
是

鋲
陰
眠
主
治
｡

‥rI.T
..IT
T
TTT

(O-I)

,

.(極
)

(zT)

.11

.

.

A"
‥
.(.q)

_

【
(S)1

『
太
素
』
是
動
則
病
.
舌

強

｡
食

則
欧

｡

胃

院

痛
｡

腹
朕
.
善
痕
｡

得
後
出
飴
菊
｡

則
快
然
如

衰
｡
身
健
皆
重
｡
是
主
脚
O

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
上
ロ
し
て
心
に
達
し
'
腹
を
脹
ら
せ
る
｡
よ
-
お
く
び
を
出
し
､
食
べ
る
と
堰
き
そ
う
に
な
る
｡
∩

し



か
し
､
そ
の
病
状
は
〕
大
便
と
腸
内
の
ガ
ス
が
出
る
と
'
す
う
っ
と
衰
え
る
｡
こ
れ
は
太
陰
の
脈
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
･
O
S

)

其

所

〔
産
病
〕
｡

(
1

)

(

2
)
(
2-5
)

(
-=
)

(
E;
)

(
=
)
(
Z
)

(
=
)

(
Zo
,)

56
□
口
｡
心
煩
｡
死
｡
心

痛

輿

復

張

｡

死
｡
不

能

食

｡
不

能

卦

｡
強

吹

｡

三
者
間
則
死
｡
唐

滑

｡
死
｡
〔
水

輿

〕

57
閉
同
則
死
｡
篤
十
病
｡

_

=‥

(Z
)_
.
I(!i
)

(
:
;
)

(
5
)
(
響

(
細
医

聖

(
dg
i)
(
mg
i)

『
太
素
』
所
生
病
者
｡
吉
本
痛
｡
健
不
能
動
揺
｡
食

不

下
｡
煩

心
｡

心
下
急

痛
｡
酒

癖

洩

｡

水

閉

｡

黄

療

不

能

卦
｡
張

欠

｡

股
膝

内

腰

(=
)

(6
)

蕨
｡

大

指

不
用
｡
馬

此

諸
病
｡
盛
則
宕
之
｡
虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡

不
盛
不
虚
｡
以
経
取
之
｡
盛
者
則

(i
)

(7
)

寸
口
大
三
倍
於
人
迎
｡
虚

者

則

寸
口
反
小
於
人

迎

｡

3fma的

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
□
口
､
胸

苦

し
さ
｡
そ
れ
が
あ
る
時
は
死
ぬ
｡
む
ね
の
痛
み
と
腹
部
の
膨
満
｡
そ
れ
が
あ
る
時
は
死

ぬ
｡
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
'
横
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
'
あ
-
び
が
出
そ
う
で
出
な
い
こ
と
｡
こ
の
三
者
が
同
時
に
起

る
と
き
は
死
ぬ
｡
粘
液
を
混
じ
た
泥
状
の
下
痢
'
そ
れ
が
あ
る
と
死
ぬ
｡
水
腫
と
尿
閉
｡
そ
れ
が
.同
時
に
起
る
と
き
は
死
ぬ
｡
こ
の
十
病

で
あ
る
｡

(
-=
)

(1-
)

(g
:)

(
a
)

(
3
)

(
3-6
)

58
蕨

陰

眠

｡

穀

干

足
大
指

薮

〔
毛

∪

之

上

｡

(
抑
)

(
-=
)

(
sc
')

(
3
)

(
S
)

乗
足
∩
踊

上

廉
〕｡
去
内

膜

一

寸
｡
上
∩
牒

〕

五
寸

而

∩
出

大

陰
之
後
〕｡

(313
)(Se.
)

59
上
出
魚
股
内
廉
｡
飼
少
腹
｡

大

鏡

勇

｡

『
太
素
』

肝

足
厭
陰
之
脈
｡
起
於
大

指
柔
毛
之
上
｡

(a
)

_

(1-
)

股
｡
人
毛
申
｡

琵

陰
器
｡
抵

少
腹
｡

侠

胃

｡
属
肝
｡

ー

ー

(3
)(=
)

3卿
E

督
脈
脅
於
願
｡
其
支
者
｡
従
日
系
下
頼
裏
｡

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究

闇
的
情
足
踊
上
廉
｡
去
内
蝶

一
寸
｡

上
疎
八
寸
｡
交
出
対
敵
之
後
｡
上
洞
内
廉
｡
情
陰

(3
)

(8
)

(3
)

膳

腰

｡
上
軍

口閏
｡

布
脇
肋
｡
備

喉

犠
之
後
｡
上
人
頑
頚
｡
連
日
系
｡
上
出
願
｡
輿

(S;)

(
8

)

(禦
･

環

膏

内

｡
其
支

者

｡

復
従
肝
別
貫

南

｡

上
江

肺
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一〇

頗
陰
の
脈
は
母
虻
の
衆
毛
の
上
に
つ
な
が
り
､
足
の
甲
の
上
を
の
ぼ
り
'
内
側
の
く
る
ぶ
し
か
ら

一
寸
の
と
こ
ろ
を
通
り
'
く
る
ぶ
し
か

(a
)

(3
)

ら
五
寸
上
行
し
た
と
こ
ろ
で
太
陰
の
朕
の
う
し
ろ
に
出
'
上
行
し
て
大
腿
下
部
の
内
縁
に
出
'
下

腹

部
に
ふ
れ
て
'
目

が

し
ら
の
か
た
わ

ら
に
達
す
る
｡

(
4

)

(
e
･
S

)

(
脚

)
(
g
S
G,,
)

(
a

)

(
4-

)
(
1-7

)

是

僅

則

〔

病

｡

丈
〕

夫

陰

∩

山

｡

婦
人
則
少
腹
膜
｡
要

痛

〕

｡

(a
)

(t
)

60
不
可
以

印

｡

甚
則
曝
乾
｡
面
舵
｡
是
願
陰
眠
主
治
｡

.

T

.

(_:3
)
.

『
太
素
』
剰
到
則
矧
｡
腰
痛
｡
不
可
以
像
仰
｡
丈
夫
頚
痛

.

婦
人
少
腹

腔
腰
痛
｡
甚
則
曝
乾
｡
面

塵

｡

是
主
肝
｡

(a
)

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡

男
子
な
ら
陰
嚢
の
腫
脹
が
起

っ
て
ひ
ど
-
構
み
'
女
子
な
ら
下
腹
部
が
は
れ
'
腰
が
痛
ん
で
'
上
を
向

(3-5)

く
こ
と
が
で
き
な
-
な
る
｡
ひ
ど
-
な
る
と
の
ど
が
か
ら
か
ら
に
な
り
'
顔
面
に

し

み
が
で
き
る
｡
こ
れ
は
厭
陰
の
脈
が
つ
か
さ
ど
っ
て

い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
｡

(
a
)

(
5
)

(
=
)
(
S
;
)

∩
其

∪

所
産
病
｡
熱
中
｡
〔
降

｡

険
｡
属

山

〕
｡

□
□

(a)

(禦

(
1
-
)
(3
)
(a
)

61
有

而

心
煩
｡
死
｡
勿
治

殴

｡

有
陽

賑

輿

之

∩

倶

∪

病
｡

(=
)

(S
)

『
太
素
』
珊
封
矧

者

｡
胸
浦
｡
欧

逆

｡
喰

洩

｡
狐
捌

｡

(
ZTf
;
)

可
治

殴

｡

(S
)
(1=
)-

(

6)

遺

溺

.

閉

症

｡

馬
此
諸
病
｡
盛
則
鴬
之
｡
虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡

V岨
E

閣
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
慮
｡
以
樫
取
之
｡
盛
者
則
寸
口
大

一
倍
於
人
迎
｡
虚
者
則
寸
口
反
小
於
人
迎
｡

(345
)

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は

熱

中

'
尿
路
障
害
'
陰
嚢
の
腫
脹
へ
片
側
の
下
腹
部
の
ひ
ど
い
痛
み
と
口
で
あ
る
｡
口
が
あ
っ
て
胸

苦
し
い
と
死
ん
で
し
ま
い
｡
な
お
る
こ
と
が
な
い
｡
陽
脈
に
こ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
病
菊
が
あ
る
時
に
は
､
な
お
る
こ
と
が
で
き
る
｡



(i)
(E3)

(23G.,)

(
=
)

(2-
)

(2-
)

62
少
陰
眠

｡
穀
干
内

膜
外
廉
｡
穿
脂
｡
出

浴

∩
中
∪
央
｡
上
穿
脊
之
□
廉
｡
穀

干

腎
｡
爽

舌

｡

(
347)
ー

ー

(S
)(S
)

(a
)(a
)

(3
)_

(S
)

『太
素
』
腎
足
少
陰
之

脈
｡
起
於
小
指
之
下
｡

邪
趣足
心
.
出

於

然

骨

之
下
｡
情

内
疎
之
後
｡
別
人
眼
中
｡
以
上
胸
内
｡
出
脳

内

廉
｡

岳

_

(3)

(8)

(3
)

炉

卜

(3
)

上
股
内
後
廉
｡
貫
香
｡
属
腎
｡
胸
膜
朕
｡
其
直
者
｡
従
腎
上
貰
肝

扇
｡
入
肺
中
｡
備

喉

使
.
侠

吉

本
｡
其
支
者
.
従
肺
出
脇
心
｡
注
胸

(=
)
中

｡

(
3-4

)

少
陰
の
脈
は
内
側
の
-
る
ぶ
し
の

外

縁

に
つ
な
が
り
'
ふ
-
ら
は
ぎ
を

つ
ら
ぬ
き
'
す
ね
の
中
央
に
出
､
上
行
し
て
脊
柱
の
□
姥
を
つ
ら

ぬ
き
'
腎
に
つ
な
が
り
'
舌
を
両
側
か
ら
挟
む
｡

(
3-5

)

∩

是

動

則
病
∪

(3-6)

(
S
=
G.
)

6
3

何

何

如
暗
｡
坐
而
起
則
目

映

如

碍
見
｡

(=-
)

(=
)

64
不
欲
食
｡
面
験
若

難

色

｡
教

則

有

血
｡

闇

刑

心
如

麻

｡

(S
)(
ES
)

此
馬

骨

源

(
響

病
飢
｡
気
∩

不

足

〕｡

喜
怒
｡

～

(5
)ら

.｣
細
｢

(g
)-

『
太
素
』
是
動
則
病
｡
飢
不
欲
食
｡
面
黒
如
地
色
｡

(=
)

(1-
)

(S
)

是
少
∩
陰

∪

賑

主

∩

治

〕
｡

款
唾
則
有
血
｡
喝
喝
如
嘱
｡

(Sc,,)

(
響

心

腸
｡
恐
∩

入

婿

捕
之
〕｡

壬

_
(Ns;)｣

陸ト

勢
和欲
矧
｡′迫

副酪階
｡如
観

取見｡心
軸
線
｡
矧 (
3-4

)

LSL

_

～

(3-6
)し

弧
状
｡
菊
不
足
則
善
恐
.
心
暢
暢
如
入
婿
捕
之
｡
卦
矧
矧
矧
が
是
主
腎
｡

(3-7
)

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
は
あ
は
あ
と

息

切

れ
が
し
て
い
る
よ
う
で
'
坐

っ
て
い
て
立
ち
上
る
と
目
の
前
が
ぽ
う

っ
と
し
て
見
え

な
い
｡
心
臓
が
不
安
定
で
､
飢
え
た
よ
う
に
や
せ
､
菊
が
不
足
し
'
怒
り
や
す
く
な
る
｡
む
ね
が
ど
き
ど
き
し
て
'
他
人
が
自
分
を
捕
え

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
る
｡

食
欲
が
な
-
'

顔
色
が
黒
-
'

燃
え
残
り
の
よ
う
な
色
に
な
り
'

せ
き
を
す
る
と

〔
灰
の
な
か
に
∪
血
が
ま
じ
る
｡
こ
れ
が
骨
厭
で
あ
る
｡
こ
れ
は
少
陰
の
脈
が
つ
か
さ
ど

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

闇

E

其
〔

所

産

病
〕
｡
口
□
□
□
□
□

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究
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(S
)

(
1

)

(
=

)

(
3

)

65
舌
栃
｡
喰
乾
｡
上
乗
｡
篤

｡

曝
中

痛

｡

癖

｡

曹

臥

｡

三

一
二

(
S

)

(
S

)

(
-;

)

(
S

)

(S
)

欺
｡
音

｡

馬
十
病
.
〔

少

〕

陰
之
眠
.
〔

久

則
強
食

産

肉
.

緩

帯

〕

(5)

(=
)

(響
(3
)

6
6

皮

髪

｡
大

丈

｡

重
履
而
歩
｡
久

幾

息

則
病
巳
夫
｡

｣
触
｢

_

(拙
)

『
太
素
』
所
生
病
者
o
口
熱
.
舌
乾
｡
咽

腰｡
旦
矧｡

闇
的

足
下
熟
而
痛
｡
馬

此
諸
病
｡
盛
則
鴬
之
｡
虚
則
補
之
｡

.｣
麿

麿

.1
-

!

(=
)
(4
)

(ra)
(a)

矧
矧
及
矧｡
煩
心
｡
心
痛
｡
黄

痔
｡
腸

僻｡
脊
股
内
後
廉
痛
｡
委
蕨
｡
噂
臥
｡

熱
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
虚
｡
以
経
取
之
｡

a耐
)

灸
則
強
食

生

肉

｡

綬
帯
｡
被

髪
｡
大
枚
｡
重
履
而
歩
｡
盛

者

則

寸

口
大
再
倍
於
人
迎
｡
盛
者
則
寸
口
反
小
於
人
迎
｡

閣
内

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
⊂
□
□
□
□
U
t
舌
が
裂
け
る
'
の

ど

が
か
ら
か
ら
に
乾
-
'
上
菊
'
の
ど
の
つ
か
え
'
の
ど
の
痛

み
'
か
ら
だ
の
衰
弱
'
す
ぐ
に
横
に
な
り
た
が
る
｡
せ
き
'
馨
馨
不
能
の
十
病
で
あ
る
｡
少
陰
の
脈

∩
の
病
菊
U
は
'
灸
を
す
え
る
時
に

は
強
制
的
に
生
肉
を
食
べ
さ
せ
'
〔帯
を
ゆ
る
め
〕
'
ざ
ん
ば
ら
髪
に
L
t
大
き
な
杖
を
つ
か
せ
'
は
き
も
の
を
重
く
し
て
歩
か
せ
る
｡
灸

を
す
え
て
'
い
-
ら
も
た
た
な
い
う
ち
に
病
菊
は
な
お
る
｡

(
51

)

(
柑

)

(
=

)

(
4

)

(
4

)

67
管

鉦

陰

眠

｡

在
千
手

掌

中

｡
出
内
陰
雨
骨

之

間

｡
上
骨
下
廉
｡
筋
之
上
｡
出
管
∩

内

陰

｡
入
心
中
〕｡

(4-6)
『甲
乙
経
』
肺
刊
対
樹
之
脈t
｡
起
於
中
焦
｡
下
絡
大
腸
｡
遺
循
胃
口
｡
上
胸
｡
屠
肺
｡
従
肺
系
｡
横
出
版
下
｡
下
循
嬬
内
｡

(=
)

(=)

主
之
前
｡
下
肘

中

｡

循
骨
矧
上
身
下
蘭
｡
入
寸
口
｡
上
魚
｡
循
魚
際
｡
出
大
指
之
端
｡
其
支
者
｡
従
腕
後
直

出

次

指
内
廉
｡

手
の
太
陰
の
脈
は
手
掌
の
な
か
に
あ
り
'

〔
前
腕
の
〕
前
側
で
二
本
の
骨
の
あ
い
だ
'
棟
骨
の
小
指
側
の
縁
の
筋
の
上
に
出
'

側
に
出
て
､
心
の
な
か
に
は
い
る
｡

(q
)

(
411

)
(
1

)

(
=
)

(
1-

)

(

4-3)

(414)

(5
)
(
4

)

68
是
僅
則
病
｡
心
済
済

如

痛

｡

映

盆

痛

｡

甚
∩

則

∪
交

両
手
而
戦

.
此
雷
管
頗
o
〔

是

管

錐
陰
賑
主
〕

69治
｡

行
少
陰
心

(sc5)

出
其

端

｡

(410
)
前

腕

の
前



t

(
=
)

ー

(
4
)

(
..i
)

岳

ー

i

ー
(4)ー〓【

『
甲
乙
樫
』
是
動
則
病
｡
肺

脹

滴

｡
膨

膨

然

而

職

咳

｡

秩
盆
中
痛
｡
甚
則
交
両
手
而
督
｡

是
謂
背
麻
｡
是
圭
肺
｡

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
心
臓
が
ど
き
ん
ど
き
ん
と
う
っ
て
痛
い
よ
う
な
感
じ
が
し
'
大
鎖
骨
上
嵩
が
痛
む
｡
ひ
ど
-
な
る
と
両

手
を
組
ん
で
お
の
の
-
｡
こ
れ
を
背
麻
と
い
う
｡
こ
れ
は
手
の
太
陰
の
版
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
S
)
(
1-7
)

(
似
)
(
1-

)

(

拙)

(
C
･
3

)

(
4-4

)

其
所
産
病
｡
胸

痛

｡

疫

痛

｡

〔

心
痛
〕
｡

四

末

痛

｡
臣

｡

馬
五
病
｡

闇

E

『
甲
乙
経
』
矧
封
楓
者
｡
咳
｡

上
乗
｡
鴨
喝
｡
煩
心
｡
樹

浦

'
嬬
管
内
前
廉
痛

飲

｡

掌
中
熟
｡
菊
盛
有

(=
)

(4
)

(
.
.
S
:
)

(

S
)

『
太
秦
』
飴
｡
則
眉
背
痛
｡
風

寒

｡

汗
出
｡
中
風
｡
不

決

｡
数
欠
｡
菊
虚
則
眉
背
痛
寒
｡
少
菊
不
足
以
息
.
溺
色

襲

｡

馬

此

諸
病
｡
盛

則
宕
之
｡
虚
則
補
之
o
熟
則
疾
之
｡
寒
則
留
之
｡
階
下
則
灸
之
.
不
盛
不
慮
｡
以
樫
取
之
｡
盛
者
則
寸
口
大
三
倍
於
人
迎
｡
虚
者
則
寸

(mJ

口
反
小
於
人
迎
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
気
は
胸
部
の
痛
み
へ
療
痛
､
心
臓
部
の
痛
み
'
四
肢
の
痛
み
､
女
性
性
器
中
の
か
た
ま
り
の
五
病
で
あ
る
｡

(
柑

)

(
4

)

(
5

)

(
=･
･
)

(
S

)

(
a

)

70

管

少
陰

賑

o

起
子
管
両
骨

之

問

之
問

之

下

骨
上

廉

｡

筋
之
下
｡
〔

出

∪

府
内
陰
｡
〔

入

心

中
〕｡

(4-5
)

『
太
秦
』
心
手
少

陰
之
脈
｡
起
於
心
刊
｡

出
展
心
系
｡
下
胸
｡

(4-
)
(4-7
)

(S
)(
3)_
_

(糊
)

却
上
肺
｡
上

出

液

下

｡

下

情
贋
内
後
廉
｡
行
太
陰
心
主
之
後
｡

闇
的

内
｡
出
其

端

｡

3矧
E

｢
t-8

)

膳
小
腸
｡

其
支
署
｡
従
心
系
上

侠

咽
｡

繋
日
系
｡
其
直
者
｡

(=
)

(3
)M

(7
)

(4
)

下
肘

内

｡

情

管
内

後
廉
｡
抵
掌
後
免

骨
之
端
｡
入
掌

内

廉
｡
復
従
心
系

(3
)

(S
)

情

小

指

之

手
の
少
陰
の
脈
は
前
腕
の
二
本
の
骨
の
あ
い
だ
'
尺
骨
の
母
指
側
の
嫁
の
筋
の
下
に
起
り
'
上
腕
の
内
側
に
出
､
心
の
な
か
に
は
い
る
｡

闇

酌

〔

是

動

則
病
｡
心
〕

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究
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(
1-7

)

(445
)
(
446
)

(50
)

(1-
)

7
1

滴

｡

益

渇

欲

飲
.
此
為
替
塀
｡
是
少
陰
賑
圭
治
.

‥
rrT

_

.

.

I

(
I
)

『
太
秦
』
是
動
則
病
｡
曝
乾
｡

心
痛
｡渇
而
欲
飲
｡
雷

管

願
｡
是
主
心
｡

三

一
四

こ
れ
が
乱
れ
る
と
病
菊
に
な
る
｡
心
臓
部
が
痛
み
'
の
ど
が
か
ら
か
ら
に
か
わ
い
て
水
を
飲
み
た
-
な
る
｡
こ
れ
を
管
願
と
い
う
｡
こ
れ

は
少
陰
の
脈
が
つ
か
さ
ど
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
C
:
)

(
1

)

(
449

)

其
所
産
∩

病

｡

脇
〕

痛

.

馬
〔

l

病

〕
(4-0
)

(-59
)

(
4
)

『
太
素
』
所

生

病

者
｡
冒
責
｡
脇

痛

｡
嬬
管
内
後
廉
痛
飲
｡
掌
中
熟
痛
也
｡

薦
此
諸
病
｡

盛

則
寛
之
｡
虚
則
補
之
｡
熟
則
疾
之
｡
寒
則

(70
)

留
之
｡
階
下
則
灸
之
｡
不
盛
不
慮
｡
以
樫
取
之
｡
盛
者
則
寸
口
大
再
倍
於
人
迎
｡
虚
者
則
寸
口
反
小
於
人
迎
｡

そ
れ
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病
菊
は
脇
の
痛
み
の
一
癖
で
あ
る
｡

三
'

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
構
成

既
に
述
べ
た
よ
う
に
'
各
版
は
次
の
よ
う
な
ほ
ぼ

1
定
の
様
式
に
従

っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
'
よ
-
検
討
す
る
と
多
少
の
乱
れ
と
問
題
鮎

が
認
め
ら
れ
る
｡

LE]陽
脈
-
-
是
動
則
病
-
-
･･･-
此
馬
牒
頗
是
亘
陽
脈
主
治
其
所
産
病
･･････馬
十
二
病
｡

少
陽
版
-
-
是
動
則
病
-
-
･･-
･･此
馬
陽
頗
是
少
陽
賑
圭
治
其
所
産
病
-
-
馬
十
二
病
｡

陽
明
脈
-
-
是
動
則
病
-
-
-
-
此
馬
新
願
是
陽
明
脈
壬
治
其
所
産
病
･･･-
馬
十
病
｡

眉
脈
･･･-
-
是
動
則
病
-
･･･-
-
-
-
-
-
-
是
眉
脈
主
治
其
所
産
病
-
･･･馬
四
病
｡



耳
脈
‥
-
･･-
是
動
則
病
･･････-
-
-
･･･-
-
是
耳
脈
主
治
其
所
産
病
-
-
馬
三
病
｡

歯
脈
-
-
-
･是
動
則
病
-
-
-
-
-
･･･-
-
是
歯
脈
主
治
其
所
産
病
-
-
馬
五
病
｡

太
陰
脈
-
-
是
動
則
病
-
-
･･･-
･･･-
-
是
貢
陰
膳
主
治
其
所
産
病
-
-
馬
十
病
｡

蕨
陰
膳
-
-
是
動
則
病
-
･････････-
･･･-
是
廠
陰
膳
壬
治
其
所
産
病
-
-
0

少
陰
膳
-
-
是
動
則
病
-
-
･･･此
馬
骨
廠
是
少
陰
膳
主
治
其
所
産
病
-
-
馬
十
病
-
-
｡

管

呂
陰
膳
-
是
動
則
病
-
-
此
雷
管
蕨
是
菅

亘
陰
膳
主
治
其
所
産
病
･･････鴬
五
病
｡

管
少
陰
膳
‥
･是
動
則
病
-
-
此
雷
管
蕨
是
管
少
陰
脈
壬
治
其
所
産
病
･･･-
馬

1
病
｡

す
な
わ
ち
脈
の
名
稀
に
は
軍
に
白
陽
'
少
脈
の
脈
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る

一
群
と
眉
'
耳
'
歯
脈
と
さ
れ
て
い
る
も
の
､
更
に
管
の
字
が
上

に
つ
い
て
い
る

亘
陰
と
少
陰
の
二
眼
の
三
群
が
あ
る
｡
最
初
の

一
群
は
後
世
の
足
の
脈
に
'
あ
と
の
二
群
は
手
の
脈
に
相
嘗
す
る
た
め
､
以
後

こ
れ
ら
を
纏
辞
し
て
足
の
脈
と
手
の
脈
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡
第
二
に
脈
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
る
病
気
は
蝶
蕨
'
陽
厭
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
が
'

眉
'
耳
'
薗
'
太
陰
'
蕨
陰
の
各
版
に
は
'
こ
れ
に
相
嘗
す
る
部
分
が
脱
落
し
て
い
る
｡
な
お
手
の
太
陰
と
少
陰
の
脈
の
病
菊
が
'
と
も
に
管

厭
と
さ
れ
て
い
る
の
は
'
恐
ら
-
ど
ち
ら
か
が
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
疎
'
断
'
管
と
い
う
身
鰭
の

一
部
位
の
名
稀
と
骨
と
い
う
纏
稀
と
の
違

い
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
と
し
て
も
､
陽
は
全
-
異
質
の
概
念
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
の
烏
書
の
成
立
ま
で
の
あ
い
だ
に
'
こ
れ
ら

が
違
っ
た
立
場
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
か
'
侍
寓
の
誤
り
が
起

っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
こ
れ
ら
が
な
い
五
脈
'
特
に
眉
､

耳
'
歯
脈
の
場
合
に
は
'
も
と
あ

っ
た
も
の
が
脱
落
し
た
と
す
る
よ
り
は
'
こ
れ
ら
の
名
稀
が
提
起
さ
れ
る
以
前
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
第
三
に
こ
の
項
は
脈
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
る
病
菊
の
症
状
を
列
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
'
足
の
太
陰
脈
の
項
に
だ

け
は
'
得
後
輿
菊
則
快
然
衰
と
い
う
'
病
状
の
好
韓
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
｡

第
四
に
各
版
が
ひ
き
起
す
と
こ
ろ
の
病

気
を
示
す
'
其
所
産
病
以
下
の
項
で
は
'
そ
の
病
気
乃
至
病
状
を
列
記
し
て
い
る
が
､
足
の
太
陰
の
脈
と
廠
陰
の
脈
で
は
'
そ
の
濠
後
に
つ
い

『陰
陽
十

1
脈
灸
経
』
の
研
究

三
1
五
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三

一

六

て
も
腐
れ
'
特
に
後
者
で
は
陽
脈
に
病
菊
が
あ
る
時
に
は
t
と
い
う
他
の
脈
に
は
見
ら
れ
な
い
記
述
が
あ
る
｡
第
五
に
こ
の
項
の
終
り
に
は
､

そ
の
病
気
の
数
を
奉
げ
て
い
る
が
'
足
の
厭
陰
の
脈
に
だ
け
は
そ
れ
が
放
け
て
い
る
｡
こ
れ
は
恐
ら
-
も
と
は
あ

っ
た
も
の
が
脱
落
し
た
の
で

あ
ろ
う
.
こ
の
脈
の
こ
の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
病
気
の
数
は
数
え
に
-
い
が
､
同
じ
傾
向
の
足
の
太
陰
の
脈
の
例
に
な
ら

っ
て
数
え
る
な

ら
ば
'
六
病
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
第
六
に
各
版
に
つ
い
て
の
記
載
は
病
菊
の
数
で
終

っ
て
い
る
が
'
足
の
少
陰
の
脈
に
だ
け
は
'
そ
の
下
に

灸
治
を
施
し
た
場
合
に
取
る
べ
き
'
注
意
事
項
と
も
い
え
る
廃
置
が
書
か
れ
て
い
る
｡
足
の
陰
膳
に
だ
け
見
ら
れ
る
'
前
記
の
三
種
の
例
外
的

な
記
事
は
､
も
と
か
ら
あ

っ
た
と
い
う
よ
り
は
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
の
ち
に
つ
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
｡
確
詮
は
な
い
が
､
嘗
時

(;
)

の
馨
草
書
の
侍
授
様

式

か

ら
み
て
'
師
か
ら
侍
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
弟
子
が
師
の
講
義
ま
た
は
自
ら
の
経
験
を
往
ま
た
は
備
忘
と
し
て
書
き

足
し
た
も
の
が
､
次
に
書
き
窟
す
と
き
に
､
誤

っ
て
本
文
の
な
か
に
偏
入
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

脈
の
走
向
と
そ
の
経
路
'
特
に

『
足
管
灸
経
』
お
よ
び

『
震
幅
』
と
の
比
較
に
つ
い
て
は
'
既
に
中
国
の
研
究
者
た
ち
に
よ

っ
て
詳
し
-
請

闇
)

じ
ら
れ
て
い

る

か

ら
'
改
め
て
取
上
げ
る
必
要
は
な
く
'
こ
こ
で
は

『
陰
陽
灸
経
』
内
で
各
版
を
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
｡
そ
の
起
鮎
を

示
す
記
述
と
終
鮎
を
'
比
較
の
た
め
に
整
理
し
て
並
べ
る
と
'
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
｡

呂
陽
脈

撞
外
疎
婁
中

少
陽
脈

繋
干
外
牒
之
前
廉

陽
明
脈

繁
子
断
骨
外
廉

眉
脈

耳
脈

歯
版

大
陰
膳

起
干
耳
後

起
千
手
背

起
干
次
指
輿
大
指
上

被
胃

紫
目
内
廉

出
目
前

環
顔
H

乗
手
背

入
耳
中

侠
鼻

出
内
蝶
之
上
廉



頗
陰
膳

少
陰
脈

管

貢
陰
脈

管
少
陰
膳

繋
干
足
大
指
衆
毛
之
上

繋
干
内
疎
外
廉

在
千
手
掌
中

起
干
菅
雨
骨
之
問

大
背
莞

侠
古

人
心

中

入
心
中

こ
れ
で
み
る
と
足
の
脈
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
足
か
ら
起
る
'
あ
る
い
は
足
に
終
る
も
の
で
あ
り
'
手
の
五
脈
は
手
に
起
る
か
'

あ
る
い
は
そ
こ
に
終

っ
て
い
る
｡
更
に
足
の
陽
脈
は
下
腿
の
外
側

(誹
骨
側
)
か
ら
起
り
'
陰
腹
は
逆
に
腰
骨
側
に
起
る
か
終

っ
て
い
る
｡

l

方
'
手
の
脈
で
は
'
′
後
世
の
太
陽
と
少
陽
の
脈
に
相
嘗
す
る
眉
版
と
耳
脈
は
手
背
に
起
る
か
終

っ
て
い
て
'
太
陰
の
版
は
手
掌
か
ら
起

っ
て
い

る
｡
た
だ
し
陽
明
の
脈
の
親
指
と
人
差
指

∩
の
あ
い
だ
U
と
少
陰
の
脈
の
前
腕
の
二
本
の
骨
の
あ
い
だ
か
ら
起
る
と
い
う
の
は
'
正
確
に
は
ど

ち
ら
が
わ
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
､
前
者
が
手
の
背
側
､
後
者
が
前
腕
の
内
側
と
推
定
し
て
も
恐
ら
く
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
｡
し
た
が

っ
て

陰
陽
に
は
脈
の
経
路
も
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
､
手
足
陰
陽
の
別
は
起
鮎
あ
る
い
は
終
鮎
の
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
可
能
性

が
強

い
｡

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
'
こ
の
灸
経
の
成
立
は
身
髄
各
部
位
､
少
な
-
と
も
四
肢
末
端
部
の
陰
陽
配
雷
が
確
立
さ
れ
た
時
期
あ
る
い

は
そ
れ
以
後
と
の
推
定
が
成
立
す
る
｡

各
版
と
も

一
方
の
端
が
足
首
ま
た
は
手
首
の
附
近
に
な

っ
て
い
る
の
は
'
そ
れ
が
四
肢
の
末
端
で
あ
る
か
ら
嘗
然
と
し
て
も
'
他
端
に
つ
い

て
は
足
の
脈
と
手
の
脈
で
違
い
が
み
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
足
の
脈
は
太
陰
の
脈
が
胃
に
な

っ
て
い
る
の
を
除
い
て
'
そ
の
他
は
す
べ
て
目
と
口

の
周
囲
に
な

っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
封
し
て
手
の
脈
で
は
､
陽
脈
は
耳
と
鼻
の
附
近
に
な

っ
て
い
る
が
'
太
陰
と
少
陰
の
脈
は
と
も
に
心
中
に
入

る
と
し
て
い
る
｡
た
だ
し
'
こ
の
二
脈
は
ど
ち
ら
か
の
記
載
が
誤
り
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
起
鮎
を
示
す
動
詞
は
'
足
の
脈
で

は
太
陽
脈
の
淫
と
太
陰
脈
の
被
の
ほ
か
は
繋
が
使
わ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
の
字
は
手
の
脈
の
起
鮎
に
は
出
現
せ
ず
､
太
陰
脈
の
在
以
外
に
は
'

手
の
版
で
は
起
だ
け
が
使
わ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
か
は
今
後
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
｡
.

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究

三
一
七
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三

1
八

是
動
則
病
に
導
か
れ
る
部
分
と
其
所
産
病
に
唐
-
部
分
と
の
関
係
は
'

『太
素
』
等
で
は
こ
れ
に
数
種
の
病
名
乃
至
症
候
名
が
追
加
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ

っ
て
難
解
で
'
注
榊
に
二
'
三
の
例
を
示
し
た
よ
う
に
'
こ
れ
ま
で
に
多
-
の
聾
者
の
説
が
提
出
さ
れ
て
い
る
｡
中
撃
研
究
院

の
研
究
者
た
ち
も
'
是
動
則
病
に
唐
-
部
分
を
'
二
種

(眉
脈
と
薗
脈
)
乃
至
十
種

(足
の
太
陽
版
と
陽
明
脈
)
の
病
菊
あ
る
い
は
病
候
の
名

稲
を
列
記
し
た
も
の
と
解
し
､
牒
厭
や
陽
厭
な
ど
の
語
も
そ
れ
ら
と
同
格
の
も
の
と
解
し
て
い
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
む
し
ろ
例
え
ば

｢
少
陽

の
脈
が
乱
れ
る
と
陽
厭
と
呼
ば
れ
る
病
菊
が
起

っ
て
胸
と
脇
が
痛
ん
で
'
ね
が
え
り
を
う
つ
こ
と
が
で
き
ず
'
ひ
ど
く
な
る
と
あ
ぶ
ら
げ
が
な

-
な

っ
て
'
足
が
外
側
を
向
い
て
し
ま
う
｣
と
い
う
よ
う
に
'
脈
の
乱
れ
に
よ
っ
て
起
る
病
菊
が
持

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
候
と
'
そ
の
病

菊
が
進
行
し
た
時
に
出
て
来
る
病
状
を
記
述
し
た
も
の
'
す
な
わ
ち
複
数
の
病
菊
で
は
な
く
'

一
つ
の
病
菊
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
｡
た
だ
し
'
そ
の
記
載
に
は
脈
に
よ
っ
て
精
粗
が
あ
り
'
症
候
の
数
は

1
定
し
な
い
が
'
足
の
六
脈
は
五
乃
至
十

l
で
'
手
の
五

脈
の
二
乃
至
五
よ
り
多
-
'
足
と
手
の
脈
の
あ
い
だ
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
｡

次
の
所
産
病
に
蹟
-
部
分
に
も
病
名
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
症
候
名
と
考
え
る
べ
き
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
は
是
動
則
病
の
部

分
と
は
違

っ
て
'
そ
れ
ぞ
れ
猫
立
し
た
病
菊
と
考
え
て
い
た
と
解
し
'
版
の
障
害
に
よ
っ
て
二
次
的
に
起

っ
て
乗
る
病
菊
を
列
記
し
た
と
見
倣

す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
な
お
厭
陰
の
脈
の
こ
の
部
分
に

｢
陽
脈
に
こ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
病
菊
が
あ
る
時
に
は
｣
と
書
か
れ
て
い
る
陽
版
は
'
上
に

管
の
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
'
足
の
陽
脈
を
意
味
す
る
と
解
す
る
の
が
安
常
で
あ
ろ
う
｡
是
動
則
病
の
症
候
の
数
と
同
様
に
､

こ
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
病
菊
乃
至
症
候
の
数
に
も
足
と
手
の
脈
で
違
い
が
あ
り
'
足
脈
の
五
乃
至
十
二
に
対
し
'
芋
版
は

一
乃
至
五
で
少

な
く
な

っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
検
討
し
て
み
る
と
'
こ
の
灸
樫
は

一
見
よ
-
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
'
足
の
六
脈
と
手
の
五
脈
の
あ
い
だ
に
は
'
内
容
や
記

載
様
式
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
｡
こ
れ
は
脈
の
呼
稀
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
'
経
脈
説
の
登
展
の
段
階
の
'
ま
だ
完
全
に
統

一
さ
れ
て
い
な
い

状
態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
'
そ
の
不
統

l
の
原
因
と
し
て
は
'
各
版
に
つ
い
て
の
集
積
さ
れ
た
経
験
の
量
が

1
様
で
な
か

っ



た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
-
'
足
の
脈
と
手
の
脈
を
唱
え
た
の
は
別
々
の
学
派
で
あ
っ
た
と
い
う
推
測
も
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
｡
そ
の
場
合

に

は

､

よ
り
知
識
の
豊
富
な
'
よ
り
進
ん
だ
状
態
に
到
達
し
て
い
た
足
の
脈
の
学
派
が
自
己
の
学
説
の
な
か
に
手
の
脈
の
肇
派
の
説
を
吸
収
し
'

そ
の
た
め
に
新
ら
し
く
取
り
入
れ
た
脈
の
名
稲
の
上
に
管
の
字
を
冠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の
ほ
か
に
､
こ
の
灸
経
に
は
明
ら
か
に
脱
落
に

起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
あ
り
'
そ
の
意
味
で
は
必
ず
し
も
最
善
の
富
木
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が

あ
る

｡

四
㌧
現
存
す
る
響
撃
古
典
と
の
関
係
と
留
学
史
上
の
意
義

先
に
考
帯
に
際
し
て
並
べ
て
示
し
た
よ
う
に
'
『陰
陽
灸
経
』
の
文
は

『
太
素
』
を
始
め
､
『
甲
乙
経
』
､
『
脈
軽
』
'
『震
幅
』
の
な
か
に
取
入

(3
)(=
)

れ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に

一
部
論

じ

た

が
'
こ
こ
で
は
も
う
少
し
詳
し
い
考
察
を
加
え
て
み
た
い
｡

こ
れ
ら
の
文
は
'
細
部
に
少
し
の
違
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
'
よ
-

一
致
し
て
い
る
か
ら
'
同

一
の
起
源
を
有
す
る
'
あ
る
い
は
こ
の
う
ち
の

あ
る
も
の
を
他
の
書
が
引
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡
そ
れ
ら
の
文
と

『
陰
陽
灸
笹
』
の

一
致
し
な
い
鮎
は
次
の
よ
う
で
あ
る
｡

一㌧
『
陰
陽
灸
経
』
の
管
鉦
陰
'
菅
少
陰
の
名
稀
は
手
の
太
陰
と
少
陰
に
改
め
ら
れ
'
眉
'
耳
'
歯
脈
に
相
嘗
す
る
も
の
は
'
そ
れ
ぞ
れ
手

の
太
陽
'
少
陽
､
陽
明
の
脈
と
命
名
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
他
の
脈
に
は
す
べ
て
の
足
が
字
が
冠
せ
ら
れ
'
鐘
陽
'
鉦
陰
は
太
陽
'
太
陰
に
改
め

ら
れ
て
い
る
｡

二
㌧
各
版
に
は
前
出
の
表
に
ま
と
め
た
よ
う
に
'
そ
れ
ぞ
れ

1
種
ず
つ
の
'
陰
膳
に
は
顛
'
陽
脈
に
は
騰
が
割
り
嘗
て
ら
れ
て
い
る
｡

(
4-7

)

三
'
『陰
陽
灸
経
』
と

『
足
管
灸
経
』
で
は
脈
の
数
は
十

一
で
あ
る
が
'
後
世
の
書
で
は
心
室
手
蕨
陰
膳
が
追
加
さ
れ
て
十
二
と
な
っ
て
い

る

｡

四
､
各
版
の
記
載
に
は
多
-
の
追
加
が
あ
る
｡
こ
れ
は
特
に
脈
の
走
向
路
の
部
分
に
多
-
'
非
常
に
詳
し
-
な
っ
て
い
る
｡

『陰
陽
十

l
脈
灸
置
』
の
研
究

三
l九
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三
二
〇

五
'
脈
の
走
向
は

『
陰
陽
灸
経
』
で
は
足
の
太
陰
脈
と
屑
脈
が
遠
心
性
で
あ
る
ほ
か
は
'
す
べ
て
求
心
性
に
な
っ
て
い
る
が
'
後
世
の
書
で

は
足
の
陽
脈
と
手
の
陰
脈
が
求
心
性
'
足
の
陰
膳
と
手
の
陽
脈
が
遠
心
性
に
な
っ
て
い
る
｡

六
㌧

『
陰
陽
灸
経
』
の
是
動
則
病
の
項
の
末
尾
に
あ
る
是
距
陽
脈
主
治
な
ど
の
文
は
是
主
筋
な
ど
と
改
め
ら
れ
て
い
る
｡
特
に
陰
脈
に
つ
い

て
は
'
そ
れ
が
主
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
胃
頭
に
示
し
た
減
に
な
っ
て
い
る
｡

七
㌧
所
産
病
の
項
の
終
り
に
あ
る
'
病
菊
の
数
に
つ
い
て
の
記
載
は
除
か
れ
て
い
る
｡

八
'T
各
版
に
よ
っ
て
ひ
き
起
さ
れ
る
病
菊
を
並
べ
た
の
ち
に
'
盛
則
窟
之
云
々
と
い
う
'
治
療
の
根
本
方
針
が
記
載
さ
れ
て
い
る
｡
た
だ
し
'

こ
れ
は

『
脈
経
』
で
は
除
か
れ
'
『
甲
乙
軽
』
で
は
'
ど
の
脈
に
つ
い
て
も
共
通
で
あ
る
た
め
'
最
初
の
手
太
陰
脈
以
外
で
は
省
略
さ
れ

て

い

る｡九'
最
後
に
人
迎
脈
と
寸
口
脈
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
違
い
は
あ
る
が
'
次
の
よ
う
に

『
陰
陽
灸
経
』
と
後
世
の
書
と
の
関
係
を
さ
ら
に
適
確
に
示
す
共
通
鮎
も
あ
る
｡

一
'
脈
の
走
向
路
の
記
載
は

『
陰
陽
灸
経
』
よ
り
著
し
-
詳
し
-
な
り
'
支
脈
の
考
え
も
導
入
さ
れ
た
り
し
て
'
そ
の
両
端
の
位
置
も
必
ず

閣
内

L
も

l
致
し
な
い
が
'
矛
盾
す
る
鮎
は
な
-
'
『陰
陽
灸
経
』
の
説
を
さ
ら
に
登
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る

｡

二
'
是
動
則
病
の
項
に
列
記
さ
れ
た
症
候
名
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に

『
太
素
』
以
下
の
書
に
引
用
さ
れ
'
脱
落
し
た
も
の
は
足
の
陽
明
版
の
贋

と
足
の
太
陰
脈
の
上
口
走
心
の
二
つ
だ
け
で
あ
る
｡

三
､
其
所
産
病
の
項
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
'
前
記
に
-
ら
べ
る
と
読
落
が
多
い
が
'
そ
れ
で
も

(足
太
陽
)
耳
聾
'
耳
彊
､

(少
陽
)

顎
痛
'
肢
痛
'
足
中
指
捧
'
(陽
明
)
顔
痛
'
頚
痛
'
心
輿
肢
痛
'
腸
痛
'
膝
跳
'
(手
太
陽
)
喉
捧
'
(少
陽
)
耳
聾
'
(陽
明
)
歯
痛
'
胞
腰
'

(足
太
陰
)
腹
脹
'
(厭
陰
)熱
中
､
療
'
(少
陰
)
瞳
'
欺
'
培
'
(手
太
陰
)
癌
痛
'
心
痛
､
四
肢
痛
'
痕
だ
け
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
う
ち
で

(手
少
陽
)
耳
聾
'
(手
陽
明
)
歯
痛
'
脳
腫
へ
(足
厭
陰
)
疫
は
同
じ
病
名
乃
至
症
候
名
が
是
動
則
病
の
項
に
も
あ
る
た
め
'
重
出
を
避
け
る



と
い
う
意
圏
で
排
除
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

四
へ

『
陰
陽
灸
経
』
の
錘
陽
脈
以
下
の
六
脈
の
是
動
則
病
の
項
の
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
疎
蕨
な
ど
の
文
字
は
､
そ
の
ま
ま

『
太
素
』
以
下

闇
雨

に
引
用
さ
れ
て
い

る

｡

そ
の
う
ち
の
手
の
鉦
陰
と
少
陰
の
脈
の
管
蕨
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
'
ど
ち
ら
か
が
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

が
'
そ
れ
も
そ
の
ま
ま
侍
え
ら
れ
て
い
る
｡
ま
た
こ
れ
の
放
け
て
い
た
五
脈
に
つ
い
て
は
'

『太
素
』
以
下
の
書
に
も
､

そ
れ
に
相
嘗
す
る
語

は
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
｡
足
陽
明
脈
は

『
太
素
』
と

『
甲
乙
軽
』
で
は
新
願
と
な
っ
て
い
る
が
､
『
脈
経
』
と

『
震
梶
』
で
は

『
陰
陽
灸
経
』

と
同
じ
断
に
な
っ
て
い
る
｡

五
'
足
の
少
陰
膳
の
末
尾
の
久
則
強
食
産
肉
以
下
の
文
も
'
そ
の
ま
ま
後
世
の
書
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の
種
の
記
事
は

『
陰
陽

灸
経
』
で
は
こ
の
脈
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
が
'
『太
素
』
以
下
の
書
で
も
同
様
で
'
そ
の
他
の
脈
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
｡

こ
れ
ら
の
う
ち
'
特
に
四
と
五
の
二
鮎
は
'

『太
素
』
経
脈
篇
そ
の
他
が
､
こ
の
灸
経
そ
の
も
の
を
菱
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す

事
責
で
あ
る
｡

(
4-9

)

(
4-0

)

(
4-1

)

(
4-2

)

こ
の
灸
程
の

一
部
は
､
こ
の
ほ
か
に
も

『
素
問
』
の

減

乗

法
時
論
へ
陽

明

版
解
'
原

論

､
脈

解

'
至
異
要
大
論
な
ど
の
諸
篇
に
引
用
さ
れ
て

い
る
｡
た
だ
し
'
こ
れ
ら
の
各
篇
で
の
扱
い
か
た
は

1
様
で
は
な
い
｡

蕨
乗
法
時
論
篇
は
五
陰
膳
だ
け
を
取
り
挙
げ
て
い
る
.
こ
の
篇
の
な
か
で

『
陰
陽
灸
経
』
に
直
接
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
肝
病
の

項
に
あ
る
も
の
だ
け
で
あ
る
｡
た
だ
し
肝
の
脈
は

『
太
素
』
そ
の
他
の
経
脈
第
で
は
足
廠
陰
脈
で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は

『
陰
陽
灸
荘
』
の
足
少

陰
版
の

1
部
が

｢
肝
病
者
｡
両
脇
下
宿
引
少
腹
｡

令

人
骨
観
｡
虚
則
剛
腕
院
無~
所
見
｡
耳
無
所
聞
｡
豊
嵐

｡
如
人
選

｣
の
傍
線
の
部
分
の

よ
う
に
少
し
形
を
襲
え
て
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は

『
陰
陽
灸
経
』
そ
の
も
の
よ
り
は

『
太
素
』
経
脈
篇
な
ど
に
近
い
が
､
耳
無
所
聞
な
ど

は
そ
れ
ら
に
も
な
く
'
経
脈
第
よ
り
も
さ
ら
に
の
ち
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
他
の
心
'
牌
'
肺
'
腎
病
の
項
に
も
'
こ
の
灸
経
か
ら
の

引
用
を
疑
わ
せ
る
も
の
も
あ
る
が
'
こ
れ
ら
は
そ
れ
ほ
ど
特
徴
の
な
い
文
で
あ
る
た
め
'
確
言
で
き
な
い
｡
こ
の
篇
は

『
甲
乙
経
』
そ
の
他
に

『陰
陽
十

丁
脈
灸
経
』
の
研
究

三
二
1



東

方

学

報

三
二
二

は
数
カ
所
に
分
散
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
'
全
髄
が
同

一
起
源
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
が
'
五
殖
だ
け
で
な
-
'
五

味
､
五
色
も
五
行
に
配
嘗
さ
れ
て
'
そ
れ
に
立
脚
し
た
理
由
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

陽
明
脈
解
簾
は
足
の
陽
明
脈
の
是
動
則
病
の
項
の

1
部
の
注
樺
で
あ
る
｡
こ
の
第
の
撰
者
は
陰
陽
論
の
ほ
か
に

｢
鐘
鼓
不
馬
動
｡
聞
木
音
而

驚
何
也
｣
'
｢
陽
明
者
胃
脈
也
｡
胃
者
土
也
｡
故
聞
木
音
而
驚
者
｡
土
盛
木
也
｣
の
句
が
示
す
よ
う
に
'
明
ら
か
に
五
行
論
に
も
立
脚
し
て
い
る
｡

し
か
も
陽
明
を
胃
脈
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
各
版
に
麻
肺
が
劃
嘗
て
ら
れ
て
か
ら
の
著
作
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
注
解
は
他
の
脈

に
封
し
て
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
'
現
存
す
る
書
に
は
他
の
脈
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
嘗
ら
な
い
｡

(3
)

(=
)

蕨
論
篇
に
い
う
と
こ
ろ
の
厭
は
'
脚
菊
で
あ
る
と
い
う

説

も

あ
る
が
'

一
般
に
は
菊
の
逆

上

と

解
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
第
の
各

闇
内

項
に
は

｢
呂
陽
之
厭
｡
則

腫

首

｡
頭
重
｡
足
不
能
行
｡
養
鶏
陶
朴
｣
の
腰
首
頭
重
と
足
不
能
行
が

『
陰
陽
灸
経
』
足
太
陽
脈
の
撞
頭
痛
と
牌
不

可
以
運
□
□
□
脂
如
裂
に
由
来
す
る
と
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
'
灸
経
の
意
を
受
け
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
や
'

『
太
陰
之
願
｡
則
腹

浦
腸
腺
｡
後
不
利
｡
不
欲
食
｡
食
則
唱
｡
不
得
卦
｣
の
腹
膜
と
食
則
唱
を
足
太
陰
版
の
是
動
則
病
の
項
か
ら
'
不
欲
食
と
不
得
静
を
所
産
病
の

項
か
ら
引
き
'
そ
れ
に
得
後
輿
菊
云
々
ま
た
は
問
の
意
を
受
け
て
作
ら
れ
た
後
不
利
の
語
を
加
え
て
組
立
て
た
も
の
な
ど
が
あ
る
｡
い
ず
れ
に

し
て
も
同
篇
に
あ
る
盛
則
窟
之
虚
則
補
之
不
盛
不
慮
以
経
取
之
の
語
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
､'
経
脈
篇
成
立
以
後
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
｡

脈
解
篇
は
足
の
六
脈
の
主
と
し
て
是
動
則
病
の
部
分
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
が
'
所
産
病
の
項
に
あ
る
も
の
も
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
る
.

(4-6
)

既
に
述
べ

た

よ

う
に
'
こ
こ
で
解
説
の
封
象
と
し
て
い
る
病
菊
乃
至
症
状
に
は

『
陰
陽
灸
軽
』
に
も

『
太
秦
』
の
経
脈
第
に
も
'
ま
た
前
記
の

『
素
問
』
の
各
篇
に
も
な
い
も
の
が
多
数
あ
る
か
ら
'
そ
れ
ら
と
は
別
の
学
派
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
｡
こ

の

簾
で
も
う

一
つ
注
目
す
べ
き
こ
と
ば
上
走
心
と
い
う
経
脈
篇
で
脱
落
し
て
い
た
も
の
が
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て

『
陰
陽
灸

経
』
の
各
版
の
是
動
則
病
の
項
で
後
世
に
備
え
ら
れ
な
か

っ
た
も
の
は
足
の
陽
明
脈
の
腫
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
こ
の
篇
に
つ
い
て
は
最



近
'
李
鼎
氏
の
詳
し
い
研
究
が
あ
り
'
こ
の
篇
に
引
か
れ
た
文
は

『
墓
梶
』

の
経
脈
篇
と
は
異
る
も
の
で
'

『陰
陽
灸
経
』
と
は

1
致
す
る
部

(4-6
)

分
が
多
い
こ
と
か
ら
'
『塞
梶
』
雀
脈
篇
成
立
以
前
に
存
在
し
た
'
『陰
陽
灸
経
』
と
は
別
の

l
侍
本
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い

る

｡

別
の
侍
本
で

あ

っ
た
か
､
『陰
陽
灸
経
』
を
登
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
確
歪
は
な
い
が
､

同
氏
が
指
摘
し
て
い
る
各
書
で
の
経
脈
の
配
列
の

眉
序
は
'
こ
れ
ら
の
学
説
の
成
立
の
時
期
を
検
討
す
る
際
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

(
禦

至
異
要
大
論
は
い
わ
ゆ
る
遅
菊
七
篇
の
う
ち
の

l
簾
で
'
王
泳
が
増
入
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る

｡

こ
こ
に
も

『
陰
陽
灸
産
』
に
由
来
す
る

と
考
え
ら
れ
る
語
句
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
文
は
直
接
'
灸
経
か
ら
引
か
れ
た
と
す
る
よ
り
､
経
脈
篇
か
ら
と
す
る
方
が
安
富
で

あ
ろ
う
｡
た
だ
そ
れ
が
王
嫌
が
し
た
こ
と
で
あ
る
か
'
あ
る
い
は
そ
の
頃
存
在
し
て
い
た
書
か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
O

『
陰
陽
灸
経
』
に
つ
い
て
'
こ
の
よ
う
に
多
く
の
解
帯
が
遣
さ
れ
て
い
る
の
は
'
そ
れ
を
撃
取
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

か
､
あ
る
い
は
蚤
展
の
段
階
を
示
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
か
'
現
状
で
は
ま
だ
決
定
で
き
な
い
が
'
漠
代
に
多
く
の
人
に
よ
っ
て
蔑
ま
れ
､
研

究
さ
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
前
述
の
よ
う
に
'
こ
の
書
に
は
脱
落
や
不
統

一
の
鮎
が
あ
り
'
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
最
善
の
も
の

と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
｡

『
太
素
』
経
販
篇
や
前
記
の

『
素
問
』
の
各
篇
中
に
見
ら
れ
る
､
こ
の
灸
笹
に
な
い
語
句
の
い
-
つ
か
は
､
別
に

樽
え
ら
れ
て
い
た
テ
キ
ス
ト
に
由
来
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
'
所
産
病
の
数
な
ど
か
ら
考
え
て
'
そ
の
多
-
は
後
世
の
付
加
に
よ
る
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
'
こ
の
書
は
漢
代
'
少
な
-
と
も
そ
の
初
期
の
撃
撃
思
想
を
代
表
す
る
重
要
な
書
で
あ

っ
て
'
馬
王
堆

三
競
墓
の
な
か
に

『
易
経
』
や

『
老
子
』
な
ど
と
と
も
に
収
納
さ
れ
て
い
た
の
も
'
単
な
る
偶
然
や
死
者
が
生
前
使
用
し
て
い
た
必
需
品
的
な

も
の
と
い
う
意
味
で
は
な
く
､
こ
れ
ら
と
同
じ
扱
い
を
受
け
た
書
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
し
た
が
っ
て
'
こ
の
書
の
研
究
は
漠
代
初

期
の
留
学
思
想
の
解
明
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
貴
重
書
が
完
本
で
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
｡
撃
書
は
秦
の
始
畠
の
焚
書
を
免
れ
た
と
は
俸
え
ら
れ
て
は
い
る
が
､
全
-
害
に
遇
わ
な
か

っ
た
と
い
う
保
讃
は
な
-
､
そ
れ
を
含
め
て
'

そ
の
前
後
の
戦
乱
の
時
代
に
完
本
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
､
こ
の
多
少
政
情
を
持

っ
た
書
だ
け
が
遣

っ
た
と
い
う
の
が
そ
の

一
つ
で
'
こ
の
戦
乱

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究

三
二三
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の
時
代
に
'
こ
の
撃
甑
の
中
心
的
な
人
た
ち
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
'
そ
の
た
め
に
そ
れ
ま
で
績
け
ら
れ
て
来
た
テ
キ
ス
ト
の
改
訂
作
業
が
未
完

の
ま
ま
終

っ
て
し
ま
い
'
漢
代
に
は
い
っ
て
検
討
が
再
開
さ
れ
た
時
に
は
考
え
か
た
が
撃

っ
た
た
め
に
'
そ
の
方
向
も
襲

っ
て

『
太
素
』
経
脈

篇
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
も
う

一
つ
で
あ
る
｡
後
世
の
書

へ
の
引
用
の
状
態
を
み
る
と
'
こ
の
灸
経
よ
り
多
少
は
よ
い
書
は
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
'
後
者
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
｡

『
陰
陽
灸
経
』
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
今
後
'
漠
代
の
留
学
の
解
明
の
た
め
に
各
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
'
現
在
ま
で
に
明

ら
か
に
な

っ
た
二
'
三
の
鮎
を
述
べ
て
お
き
た
い
｡

経
脈
は
中
国
馨
撃
の
基
本
を
な
す
概
念
の

一
つ
で
あ
る
｡
脈
は
経
脈
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
'
賑
持
乃
至
脈
管
を
意
味
す
る
こ
と

闇

的

も
あ
る
｡
『
脈
経
』
に
は
両
方
の
考
え
が
混
在
し
て
い
る
L
t
王
充
は
も

っ
ぱ
ら
後
者
の
意
味
で
用
い
て
い

る

｡

『陰
陽
灸
経
』
で
軍
に
脈
と
稲

す
る
も
の
は
明
ら
か
に
躍
脈
に
相
嘗
す
る
｡
た
だ
し
'
そ
の
記
載
は
後
世
ほ
ど
整
理
さ
れ
て
い
ず
'
経
脈
説
登
展
の

一
断
面
の
姿
を
示
し
て
い

る
｡

こ
の
灸
経
は
経
脈
概
念
形
成
過
程
の
研
究
に
と

っ
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
｡

陰
陽
乃
至
五
行
説
も
中
国
撃
撃
､
特
に
内
経
撃
聾
を
形
成
す
る
重
要
な
概
念
の

一
つ
で
あ
る
｡
こ
の
灸
経
で
は
五
行
説
は
導
入
さ
れ
て
い
な

い
が
'
経
脈
の
陰
陽
に
よ
る
整
理
命
名
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
際
に
'
前
述
の
よ
う
に
､
各
版
の
手
足
で
の
起
鮎
ま
た
は
終
鮎
の
部

位
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
､
後
世
の
身
鰭
各
部
位
の
陰
陽
配
雷
が
遅
-
と
も
こ
の
時
期
に
は
既
に
始
ま
っ
て
い
た
と
こ
が
明
ら
か

に

な

っ
た
｡

骨
な
ど
の
身
健
部
位
を
示
す
解
剖
用
語
に
つ
い
て
は
､
古
来
種
々
の
解
樺
が
な
さ
れ
'
定
説
の
な
か

っ
た
も
の
が
あ
る
｡
酎
'
嬬
'
肥
な
ど

も
そ
れ
で
あ
る
が
'
前
述
の
よ
う
に
経
脈
の
走
行
路
の
追
跡
か
ら
､
こ
の
灸
経
で
の
使
い
か
た
が
明
ら
か
に
な

っ
た
｡
こ
の
書
は
嘗
時
の
最
も

権
威
の
あ
る
暫
書
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
'
少
な
-
と
も
秦
漠
交
代
期
前
後
の
こ
れ
ら
の
語
の
内
容
は
'
こ
の
書
で
の
解
帯
に
従

っ
て
よ
い
で
あ

ろ

つ̂
｡



闇

E

先
に
引
用
し
た
よ
う
に
'
『太
素
』
経
賑
第
､
足
飲
陰
之
脈
の
所
生
病
の

項

に
は
狐
病
の
語
が
あ
り
'

こ
れ
に
封
し
て
楊
上
善
は

｢
狐
夜
不

得
尿
｡
至
明
始
得
｡
人
病
輿
狐
相
似
｡
因
日
狐
括
｡
有
本
作
頚
痛
｡
謂
偏
覇
病
也
｣
と
い
う
注
を
輿
え
て
い
る
｡
狐
病
は

『
金
置
要
略
』
に
も

(4-0
)

あ

り

､

そ
こ
で
は

『
陰
狐
病
菊
者
｡
偏
有
小
大
｡
時
時
上
下
｡
蜘
昧
散
主
之
｣
と
な
っ
て
い
る
｡
病
気
と
し
て
は
偏
側
の
鼠
径

ヘ
ル
ニ
ア
に
よ

る
劇
痛
で
'
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
'
狐
の
字
は
難
解
で
'
前
記
の
説
の
ほ
か

｢
病
登
時
腹
内
部
分
腸
段
滑
入
陰
嚢
｡
陰
嚢
時
大
時
小
｡
脹
痛

(4-1
)

倶
作
｡
如
狐
之
出
没
無
常
｡
改
名
｣
な
ど
と
い
う

解

樺

も
行
わ
れ
て
い
る
｡
し
か
し

『
陰
陽
灸
経
』
と
比
較
し
て
み
る
と
'
こ
れ
は
偏
病
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
た
が
っ
て
'
偏
痔
が
孤
病
に
改
め
ら
れ
'
そ
れ
が
書
き
誤
ら
れ
て
狐
痔
に
凝
っ
た
と
い
う
可
能
性
も

考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

『
太
秦
』
の
足
少
陰
之
脈
に
は
面
黒
如
地
色
の
句
が
あ
る
｡
こ
の
地
色
も
難
解
で
あ
る
が
'
こ
の
部
分
は

『
陰

陽
灸
経
』
の
甲
本
で
は
麺
色
'
乙
本
で
は
地
色
と
な
っ
て
い
る
か
ら
､
こ
れ
を
誤
っ
て
地
色
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡

『
甲
乙
経
』
と

『
脈
置
』

で
炭
色
､

『
震
幅
』
で
漆
柴
と
な
っ
て
い
る
の
は
'
恐
ら
-
地
色
で
は
説
明
困
難
で
あ
る
た
め
'
面
黒
の
意
を
受
け
て
'
こ
の
よ
う
に
改
め
た

の
で
あ
ろ
う
｡

『
陰
陽
灸
経
』
は
短
い
書
で
あ
る
が
､
そ
の
一
通
り
の
検
討
に
よ
っ
て
も
､
こ
の
よ
う
に
多
-
の
手
懸
り
を
輿
え
て
-
れ
る
｡
今
後
､

『
足

管
灸
経
』
や

『
五
十
二
病
方
』
な
ど
の
書
を
含
め
て
'
さ
ら
に
詳
し
-
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
漠
代
の
撃
撃
の
葺
態
や
現
存
撃
撃
古
典
の

成
立
の
事
情
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
､
こ
れ
ら
の
古
典
の
従
来
の
解
樺
の
な
か
に
も
修
正
を
要
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
研
究
は
人
文
科
撃
研
究
所
科
学
史
研
究
室
の
新
巻
現
科
学
史
資
料
の
研
究
班
の
研
究
合
の
席
上
で
行
わ
れ
た
討
議
の
内
容
を
も
と
に
し

て
'
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
｡

研
究
合
の
席
上
で
は
乙
本
を
用
い
た
が
'

そ
の
後
'

甲
本
が
内
容
の
一
部
を
改
め
て
'

軍
行
書

『
五
十
二
病
方
』
に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
た
め
'
今
回
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
L
t
謬
文
の
内
容
も
研
究
合
の
時
の
も
の
か
ら

一
部
轡
要

し
た
.

『
五
十
二
病
方
』
中
の
疑
問
の
文
字
に
つ
い
て
は
北
京
中
馨
研
究
院
の
馬
綾
興
氏
に
説
明
を
求
め
'
そ
れ
に
従

っ
て
訂
正
し
た
｡
こ
こ

『陰
陽
十

1
沢
灸
経
』
の
研
究

三

一五



東

方

学

報

に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
｡

注つ
Z
E

(2
)

(3
)

(4
)

(5
)

(6
)

(7
)

(8
)

(9
)

(10
)

中
腎
研
究
院
撃
史
文
戯
研
究
室

｢馬
王
堆
寓
書
四
種
古
嘗
撃
侠
書
簡
介
｣'『文
物
』

一
九
七
五
年
'
六
期
｡

馬
綾
興
'
李
挙
動

｢我
国
現
巳
登
現
的
最
古
撃
方
｣'
『
五
十
二
病
方
』
(江
(

5

)

)

一
七
九
頁
｡

中
腎
研
究
院
醤
史
文
献
研
究
室

｢馬
王
堆
三
波
漠
基
烏
蓋
導
引
圃
的
初
歩
研
究
｣'

『文
物
』

一
九
七
五
年
'
六
期
｡

馬
王
堆
漠
墓
烏
書
整
理
小
組

｢馬
王
堆
漠
墓
出
土
暫
書
搾
文
r
｣
'
『文
物
』

一
九

七
五
年
'
六
期
｡

馬
王
堆
漢
墓
烏
書
整
理
小
組
編

『馬
王
堆
漠
墓
角
番
'
五
十
二
病
方
』
t

l
九
七

九
年
'
文
物
出
版
社
刑
｡

『太
素
』
巷
八
｡
こ
の
巻
は
胃
頭
部
分
が
敏
け
て
い
る
た
め
に
篇
名
は
明
ら
か
で

な
い
が
'
椴
に
経
脹
第
と
し
て
お
く
｡
『太
素
』
は
仁
和
寺
本
の
寓
虞
に
従
っ
た
0

国
立
中
国
暦
粟
研
究
所
影
印

(
1
九
七

l
年
版
)
の
顧
徒
篠
本
に
依
る
.
『
素
問
』

に
は
直
接
相
富
す
る
部
分
は
な
い
｡

『蛋
枢
』
巻
三
'
絶
版
第
十
o
比
較
に
用
い
た
の
は
智
統
正
賑
全
書

(民
国
十
二

年
北
卒
中
暦
学
社
補
刑
)
本
､
四
部
叢
刊
本
'
四
部
備
要
本
､
国
学
基
本
叢
書
本
､

和
刻
本

(寛
文
三
年
風
月
荘
左
衛
門
別
)
で
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
巻
二
㌧
十
二
経
脈
絡
脈
支
別
第

l
上
O
比
較
に
用
い
た
の
は
撃
統
正

版
全
書
本
'
根
底
叢
書
本
と
北
京
人
民
衛
生
出
版
社
刊
本

(暦
統
正
版
本
に
句
講

を
加
え
て
影
印
し
た
も
の
と
い
う
が
'
民
国
版
暫
統
正
版
本
と
は
1
致
し
な
い
鮎

も
あ
る
)
で
あ
る
｡

『賑
経
』
巻
六
｡
比
較
に
用
い
た
の
は
静
嘉
堂
文
庫
戒
何
大
任
本
'
寓
暦
二
十
九

年
馨
統
正
版
全
書
本
'
光
緒
十
九
年
楊
氏
都
蘇
園
刊
本
'
四
部
叢
刊
本
'
和
刻
本

(慶
安
二
年
村
上
中
央
寺
刊
)
で
あ
る
｡

(ll
)

傍
線
で
示
し
た
部
分
は

『陰
陽
灸
経
』
と

1
致
す
る
字
句
で
あ
る
｡

(12
)

『病
方
』
に
よ
れ
ば
34
㌧
35
の
繭
行
は
鉄
落
し
'
乙
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
が
'

一

行
の
字
数
か
ら
推
算
し
て
､
そ
れ
で
も
不
足
の
部
分
は

『蛋
樋
』
に
よ
っ
て
補
足

し
た
と
い
う
｡
錘
陽
脈
の
部
分
は
乙
本
に
も
敏
け
て
い
る
が
'
他
の
版
の
記
載
か

ら
み
て
'
鍾
陽
脆
又
は

『文
物
』
樺
文
に
あ
る
足
鐘
陽
版
の
字
が
あ
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡
鐘
は
互
に
通
じ
'
互
陽
版
は
太
陽
版
を
意
味
す
る
0

『
素
問
』
熱
論
な
ど
に
用
例
が
あ
る
｡

(
1
)
ー

『文
物
』
搾
文
に
あ
る
よ
う
に
版
と
解
す
る
｡

(
14
)

『病
方
』
粋
文
は
厘
と
解
し
て
'
接
の
意
に
取
る
が
'
後
出

(注
(43
)参
照
)
と

同
じ
く
衝
と
解
す
る
｡
『
集
韻
』
｢衝
｡
一
日
｡
突
也
｣
'
『史
記
』
蘭
相
加
停

｢怒

髪
上
衝
冠
｣
｡
窪
は

『漢
書
』
武
帝
紀

｢荘
軍
後
数
十
常
人

〔注
〕
師
吉
日
｡
産
｡

接
也
｣
｡

(15
)

乙
本
は
膜
と
す
る
｡
『
詮
文
』
巻
二

｢裸
｡
足
裸
也
｣
｡
『樺
名
』
梓
形
儲
第
八
｢裸
｡

敏
也
｡
居
足
両
労
｡
硬
磯
然
也
｡
亦
因
其
形
裸
裸
然
也
｣
｡

(16
)

『
詮
文
』
巻
十
二

｢宴
｡
基
也
｡
臥
母
｡
臥
中
女
｡
婁
室
之
意
也

〔段
注
〕
凡
車

茎
日
婁
｣
o
『
足
鷲
灸
経
』
は
宴
と
す
る
｡

(71
)

『
足
鰭
灸
経
』
は
都
と
す
る
｡
脚
と
解
す
る
｡
『
詮
文
』
巷
四

｢脚
｡
腰
也
.
臥

肉
.
御
馨

〔段
江
〕
東
方
朔
停
日
.
結
股
脚
.
謂
脆
坐
之
状
o
股
輿
脚
以
却
馬
車
.

脚
之
言
榔
也
O
卿
歩
必
先
腫
｣
｡

(
1
)

『病
方
』
注
の

『
周
穫
』
考
工
記
'
巣
氏

｢其
暫

一
寸

〔荘
〕
故
事
暫
作
唇
｣
に

基
づ
い
て
智
と
解
す
る
詮
に
租
う
｡

(19
)

『
詮
文
』
巻
八

｢厭
｡
窄
也
｡
仇
｢
献
聾
｣
｡
『
素
問
』
気
穴
論
に
は

｢両
解
厭
分

中
二
穴

〔注
〕
謂
環
銚
穴
也
｡

在

牌
櫨
後
.
足
太
陽
少
陽
二
賑
之
合
｣
'
｢寒
熟
前
.

在
南
骸
厭
中
｡
二
穴

〔注
〕
骸
厭
謂
膝
外
｡
侠
膝
之
骨
厭
中
也
｣
の
二
詮
が
あ
る

が
'
板
を
襟
と
解
す
る
こ
と
に
よ
り
前
者
を
取
る
｡



222120

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
挟
と
解
す
る
｡

『梓
名
』
棒
形
髄
第
八

｢脊
o
積
也
｡
積
穣
骨
節
絡
上
下
也
｣
｡

『搾
名
』
棒
形
髄
節
八

｢頭
｡
濁
也
｡
於
健
高
而
猫
也
｣
｡
『太
素
』
ほ
か
の
巌
ま

た
は
顕
に
相
嘗
す
る
｡
『病
方
』
注
は
頭
角
を
ひ
た
い
の
髪
の
生
え
ぎ
わ
で
､
左

右
と
下
方
に
向
か
っ
て
轡
曲
し
て
い
る
部
位
を
指
す
と
解
し
て
い
る
｡

(23
)

『論
文
』
巻
九

｢顔
｡
眉
之
問
也

〔段
注
〕
暫
経
之
所
謂
闘
.
道
書
所
謂
上
丹
田
｡

相
書
所
謂
中
正
印
堂
也
O
按
｡
庸
風
.
揚
且
之
哲
也
｡
子
之
清
揚
o
揚
且
之
顔
也
｡

･･････毛
云
｡
顔
角
｡
蓋
指
全
額
而
言
O
中
謂
之
顔
｡
労
謂
之
角
｡
由
南
眉
間
以
直

上
皆
得
謂
之
顔
｡
留
置
｡
雑
目
顔
日
庭
.
是
也
｣
｡
段
注
の
よ
う
に
ひ
た
い
の
中

央
部
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

(
2
)

『太
素
』
巻
十
三
､
骨
炭

｢故
盆
以
下
室
蘭
肝
｡
長
九
寸
｡
-
-
･髄
節
以
下
至
天

堰
｡
長
八
寸
｣
｡
こ
の
髄
又
は
髄
衝
は

『重
値
』
の
注
に

｢音
局
干
｡
肩
骨
也
｣

と
い
う
の
は
誤
り
で
､
『
集
韻
』
｢髄
｡
髄
肝
｡
胸
前
骨
｣
と
あ
る
よ
う
に
胸
骨
'

慣
衝
は
剣
状
突
起
と
解
す
べ
き
で
あ
る
｡
『陰
陽
灸
経
』
で
は

こ
れ
と
違
っ
て
顔

面
に
あ
る
骨
を
意
味
し
､
『塞
梶
』
巻
八
'
五
色

｢開
署
眉
間
也
｣

の
観
と
同
義

に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
『
病
方
』
注
は
緒
に
通
じ
て
頬
と
同
じ
と
し

『
設
文
』巻

九

｢窺
鼻
塁
也
｡
臥
頁
安
馨
｣
に
従
う
｡

42414039383736

の

『派
経
』
は
慣
の
字
を
股
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『裏
梅
』
は
過
の
上
に
挟
管
内
の
三
字
が
あ
る
｡

『震
幅
』
は
後
の
上
に
従
の
字
が
あ
る
｡

『版
経
』
は
下
合
の
二
字
を
過
と
す
る
｡

『販
経
』
は
腸
内
､
『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
端
内
と
す
る
｡

『太
素
』
そ
の
他
に
よ
り
補
う
｡

『太
秦
』
そ
の
他
に
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
粋
文
に
従
い
'
動
と
解
す
る
｡
『素
問
』
刺
要
論

｢潅
深
不
得
O
反
馬

34333231302928272625

繁
に
通
じ
る
｡
乙
本
も
同
じ
｡

『論
語
』
陽
貸

｢古
之
衿
也
廉

〔皇
琉
〕
廉
｡
隅
也
｣
｡

『賑
経
』
は
勝
朕
の
二
字
を
脱
す
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『版
経
』
'
『震
幅
』
は
巌
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
上
を
脆
す
る
｡

四
部
叢
刊
本

『震
幅
』
は
楯
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』､
『版
綴
』
'
『震
幅
』
は
路
と
す
る
.

『甲
乙
経
』
'
『
賑
綴
』
､
『震
幅
』
は
楯
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『塞
植
』
は
挟
と
す
る
｡

貫
の
上
に

『甲
乙
経
』
と

『賑
経
』
で
は
合
於
後
陰
の
四
字
が

『塞
梅
』
で
は
挟

脊
の
二
字
が
あ
る
｡

(3
)

『
甲
乙
経
』
と

『塞
椙
』
は
肝
と
L
t
『版
経
』
は
俄
と
す
る
.
た
だ
し
和
刻
本

『陰
陽
十

1
脈
灸
超
』
の
研
究

大
蔵
｡
内
勤
五
戒
｡
後
生
大
病

〔注
〕
動
謂
動
乱
｣
｡

(

s
P

)

『病
方
』
梓
文
は
腰
と
解
す
る
｡
し
か
し

『太
秦
』
そ
の
他
に
あ
る
よ
う
に
衝
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
0
『
素
問
』
至
真
裏
大
論
｢
〔注
〕
衝
頭
痛
｡
謂
脳
後
眉
間
痛
也
｣
o

腰
に
つ
い
て
は

『
詮
文
』
巻
四

｢腫
o
癖
也
｡
臥
肉
｡
重
安
｣
'
『荘
子
』
遺
進
達

｢吾
有
大
樹
｡
人
謂
之
樺
｡
其
大
技
擁
腫
而
不

中

経
墨
｡
其
小
枝
巻
曲
而
不
中
規

矩
｣
'
『左
侍
』
定
公
十

一
年

｢公
閉
門
而
泣
之
｡
目
蓋
腫
｣､『史
記
』
倉
公
停
｢病

見
寒
気
則
遺
溺
｡使
人
腹
膜
｣'『
周
樫
』
天
官
'
癖
撃

｢掌
腫
疹
潰
疹

〔注
〕
腫
疹
o

療
而
上
生
創
考
｡潰
疾
｡
療
而
含
膿
血
者
｣
｡
化
膿
し
て
い
な
い
は
れ
も
の
を
い
う
｡

(44
)

乙
本
は
痛
以
下
有
ま
で
の
六
字
を
鉄
く
｡

(E3
)

『病
方
』
梓
文
と
同
じ
-
'
腰
と
解
す
る
｡
『揮
名
』
梓
形
髄
第
八

｢要
.
約
也
｡

在
鱒
之
中
｡
約
結
而
小
也
｣
｡

(46
)

『病
方
』
搾
文
に
従
い
､
似
と
解
す
る
｡

(47
)

『病
方
』
梓
文
に
縫
い
'
牌
と
解
す
る
｡
『
詮
文
』
巻
四

｢解
｡
股
外
也
｡

臥
骨
｡

卑
馨

〔段
注
〕
股
外
日
牌
.
解
上
目
髄
｡
肉
部
日
股
牌
也
｣
.
大
腿
骨
頭
部

｡

(48
)

屑
加
給
の
三
字
は
乙
本
に
も
な
い
｡
字
数
を
合
わ
す
た
め
に
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う

が
'
根
櫨
不
十
分
｡
腰
は

『有
子
』
富
国
篇
第
十

｢是
猶
使
虞
女
嬰
資
珠
僻
賛
玉

負
戴
黄
金
o
而
遇
中
山
之
盗
也
Q
雄
馬
之
逢
蒙
視
｡
証
票
横
凋
o
君
鹿
屋
妾
｡
由

購
不
足
以
免
也

〔注
〕
話
輿
屈
同
.
要
請
馬
腹
｡
榛
曲
也
｡
胸
曲
胸
中
｣
､『
素
問
』

至
真
裏
大
論

｢胸
加
給

〔注
〕
滑
謂
膝
後
曲
脚
之
中
也
｣
｡

(4
)

乙
本
は
騰
如
裂
此
馬
裸
の
六
字
を
敏
-
｡
し
た
が
っ
て
裂
此
の
二
字
は
乙
本
に
も

な
い
が
､
『太
秦
』
そ
の
他

か
ら
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡
『
論
文
』巻
四

三
二
七
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｢臆
O
排
膿
也
｡

臥
肉
｡
山而
馨

〔段
江
〕
胎
者
腰
之

1鯖
｡
単
勝
不
該
腔
也
｣
0

『素
問
』
至
虞
要

大
論

｢脱
如
別

〔注
〕
臆
.
節
後
軟
肉
虚
也
｣
o
『
詮
文
』
巻
四

｢桁
.
樫
山而
也
｡
仇
肉
｡
行
馨

〔段
注
〕
山而
滑
頭
也
｡
贋
近
膝
着
日
桁
｣
｡

乙
本
は
蕨
と
す
る
｡
蕨
と
解
す
べ
き
で
あ
る
｡

乙
本
は
互
と
す
る
｡

乙
本
は
版
と
す
る
｡

主
以
下
37
行
目
二
宇
目
の
癖
の
上
ま
で
乙
本
に
よ
り
補
う
｡

醤
統
正
版
本
の

『甲
乙
経
』
は
贋
と
す
る
｡

人
民
衛
生
版
の

『
甲
乙
経
』
は
痛
の
字
を
脱
す
る
｡

『甲
乙
経
』'
『版
経
』､
『震
幅
』
は
い
ず
れ
も
曲
と
す
る
｡

『版
経
』
は
景
蘇
置
本
と
和
刻
本
以
外
は
'
い
ず
れ
も
列
と
す
る
｡

産
は
生
に
通
ず
る
.
是
動
則
病
に
碩
け
て
並
べ
ら
れ
た
病
気
と
其
所
産
病

(後
世

の
書
で
は
所
生
病
)
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
病
気
が
ど
う
達
う
か
と
い
う
こ
と
は
､

是
動
病
と
所
生
病
と
し
て
古
来
論
議
の
封
象
と
な
っ
て
い
る
が
'
定
説
は
な
い
｡

た
と
え
ば

『難
経
』
二
十
二
難

｢経
言
｡
脆
有
是
動
｡
有
所
生
病
｡

一
版
舶
麹
馬

二
病
者
｡
何
也
｡
然
｡
経
言
是
勤
者
｡
気
也
｡
所
生
病
者
｡
血
也
｡
邪
在
気
｡
気

馬
是
動
｡
邪
在
血
.
血
馬
所
生
病
｣
は
気
と
血
と
障
害
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
違
い

に
よ
る
と
し
､
徐
大
椿

『
難
超
絶
樺
』
｢
是
動
所
生
病
者
｡
見
塞
砥
粒

賑
第
｡
是

動
話
柄
｡
乃
本
鰹
之
病
.
所
生
之
病
｡
則
以
類
推
.
而
労
及
他
経
者
｡
経
文
山地
無

気
血
分
属
之
詮
｣
は
そ
の
経
脈
の
病
気
と
他
の
超
脱
に
波
及
し
て
起
る
病
気
と
の

違
い
と
す
る
｡

『
詮
文
』
巻
十
二

｢聾
'
無
闇
也
｡
臥
耳
｡
龍
馨
｣
と
あ
る
が

『粋
名
』
揮
疾
病

第
二
十
六

｢聾
｡
寵
也
｡
如
在
蒙
寵
之
内
｡
聴
不
察
也
｣
'
『
素
問
』
熱
論

｢九
日

少
陽
病
表
｡
耳
聾
微
聞
｣
の
よ
う
に
高
度
の
聴
力
障
害
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

未
詳
｡
『
説
文
』
巻
七
に

｢煙
.
蜜
急
也
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
t
か
ぜ
ひ
尊
で
鼻

づ
ま
り
の
あ
る
時
や
ト
ン
ネ
ル
に
は
い
っ
た
時
に
経
験
す
る
よ
う
に
'
急
に
耳
が

が
ん
と
鳴
っ
て
聞
え
が
恵
-
な
る
状
態
か
も
し
れ
な
い
｡

『
設
文
』
金
七

｢癖
｡
寒
熟
休
作
病
.
仇
㌃
膚
｡
虐
亦
馨
｣
｡
『
素
問
』
癖
論
そ
の

他
に
説
-
よ
う
に
マ
ラ
-
ア
｡
乙
本
は

疫

と
す
る
｡
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三
二
八

『病
方
』
搾
文
に
従
い
､
背
と
解
す
る
｡

乙
本
は
痛
を
脆
す
る
｡

『病
方
』
粋
文
に
従
い
'
樽
と
解
す
る
｡

乙
本
は
既
と
す
る
｡
『
説
文
』
巻
四

｢膝
｡
亦
下
也
｡
臥
肉
｡
去
聾
｣
'
『
素
問
』

五
戒
生
成
篇

｢支
南
朕
脇

〔注
〕
朕
｡
謂
脇
上
也
｣
と
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
前
後

の
関
係
か
ら
考
え
て
'
『
病
方
』
梓
文
に
も
あ
る
よ
う
に
'
脚
の
略
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
｡

『病
方
』
粋
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
た
だ
し
乙
本
も
十
の
字
を
鉄
く
が
､

病
気
の
数
か
ら
類
推
し
て
､
こ
の
欧
字
が
十
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
樺
も

乙
本
に
敏
け
て
い
る
が
'
『太
秦
』
そ
の
他
の
小
指
不
用
に
基
づ
い
て
補
っ
た
の

で
あ
ろ
う
｡

『甲
乙
経
』
と
四
部
叢
刊
本
と
和
刻
本
の

『蛋
植
』
は
東
'
嘗
統
正
版
本
と
四
部

備
要
本
'
国
学
基
本
叢
書
本
の

『震
幅
』
は
蛎

『脹
経
』
は
脳
と
す
る
O

『賑
経
』
は
頂
と
す
る
｡
『
甲
乙
経
』
は
項
と
痛
の
あ
い
だ
に
覇
問

の
二
字
を
入

れ
る
｡

『脈
経
』
は
馬
此
話
柄
以
下
'
以
樫
取
之
ま
で
の
三
十
三
字
を
『
甲
乙
経
』
は
盛
刺

寛
之
以
下
'
以
経
取
之
ま
で
の
二
十
九
字
を
脆
す
る
.

『
甲
乙
置
』
､
『版
経
』
､
『震
幅
』
と
も
に
ロ
の
下
に
也
の
字
が
あ
る
｡

乙
本
は
胃
頭
の
二
字
を
放
く
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
字
は
南
本
に
敏
け
て
い
る
が
､

前
後
の
関
係
か
ら
考
え
て

『病
方
』
揮
文
に
あ
る
よ
う
に
､
少
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
｡

乙
本
は
上
を
脱
す
る
｡

乙
本
は
魚
股
之
の
三
字
を
執
-
｡
魚
股
は
他
の
脈
の
走
路
か
ら
考
え
て
も
'
大
願

部
の
1
部
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
が
未
詳
.
『
病
方
』
注
は
大
腿
前
面
の
大
腿
四

頭
筋
部
で
'
膝
を
ま
げ
た
時
に
魚
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
す
る
が
I

足
太
陰
版
に
は
魚
股
陰
下
廉
と
い
う
表
現
も
あ
り
､
大
腿
下
部
と
解
し
て
お
く
方

が
安
富
で
あ
ろ
う
｡

『病
方
』
樺
文
に
縫
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡
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『阪
経
』
は
臆
の
字
を
股
す
る
｡

『震
幅
』
は
鏡
と
す
る
｡

『
甲
乙
綴
』
'
『脆
綴
』､
『震
枢
』
と
も
に
角
の
上
に
頭
の
字
が
あ
る
｡

『肢
経
』
は
派
と
す
る
.

『版
経
』
は
目
の
字
を
脆
す
る
｡

『甲
乙
経
』
､
『版
経
』
､
『墓
植
』
と
も
に
目
の
字
を
股
す
る
｡

『重
櫨
』
は
合
の
下
に
干

(国
学
基
本
叢
書
本
は
於
)
の
字
が
あ
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『震
幅
』
は
於
の
上
に
抵
の
字
が
あ
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『賑
経
』
'
『畳
撮
』
と
も
に
脂
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
､
『
賑
経
』､
『蛋
堰
』
が
と
も
に
厭
と
す
る
よ
う
に
'
厭
の
誤
り
で
あ

ろ
う
｡

『甲
乙
樫
』
'
『版
経
』'
『震
幅
』
と
も
に
服
と
す
る
O

『
甲
乙
経
』
と

『賑
経
』
は
胸
中
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『版
経
』
'
『震
幅
』
は
い
ず
れ
も
大
の
字
を
股
す
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『賑
経
』
'
『重
梶
』
は
と
も
に
紐
と
す
る
｡

『腔
経
』
は
朕
と
す
る
｡

『賑
経
』
は
出
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
端
と
す
る
O

『賑
経
』
は
別
を
股
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
政
の
下
に
骨
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
貫
の
下
に
人
の
字
が
あ
る
｡

和
刻
本
の

『震
幅
』
は
毛
の
下
に
膿
足
少
陽
也
の
五
字
が
あ
る
｡

『病
方
』
秤
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

が
あ
る
｡

(
1
)

『甲
乙
経
』'
『
賑
経
』
'
『蛋
梶
』
と
も
に
'
少
陽
の
二
字
を

『陰
陽
灸
経
』
と
同

じ
外
と
す
る
｡

(
1-5
)

『難
経
』
四
十
二
難

｢心
｡
重
十
二
両
｡
中
有
七
孔
三
毛
｡
盛
清
汁
三
合
｡
王
威

神
｣
は
明
ら
か
に
心
臓
を
指
し
て
い
る
が
'
心
痛
は

『太
素
』
巻
二
十
六
㌧
既
心

痛

｢心
痛
｡
引
腰
脊
欲
欧
｡
取
足
少
陰
O
心
痛
.
腹
者
轟
然
.
大
便
不
利
O
取
足

115114113112 111110109108107106

乙
本
は
則
と
す
る
O
『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
側
と
解
す
る
O

『病
方
』
揮
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『震
幅
』
は
韓
と
す
る
｡

面
の
下
に

『甲
乙
経
』
と

『賑
経
』
で
は
微
の
字
が

『震
幅
』

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究

で
は
微
有
の
二
字

(
116
)

(
117
)

(
118
)

121120119

太
陰
｡
心
痛
｡
引
背
不
得
意
｡
刺
足
少
陰
｡
心
痛
｡
少
腹
蒲
｡
上
下
無
常
虞
｡
便

数
難
｡
刺
足
厩
陰
｡
心
痛
o
但
短
気
不
足
以
息
｡
刺
手
太
陰
｣
な
ど
と
あ
る
よ
う

に
'
心
臓
前
面
に
富
る
左
胸
部
を
中
心
と
し
た
捧
痛
を
い
う
｡

乙
本
は
所
産
病
の
三
字
を
放
く
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
痛
の
字
を
鉄
-
｡

乙
本
は
虜
と
す
る
｡

乙
本
は
痛
牌
外
の
三
字
を
放
く
｡

原
本
は
外
を
腕
す
る
｡
『
病
方
』
注
に
従
っ
て
補
う
が
'
そ
の
根
櫨
と
し
て
い
る

『震
幅
』
経
版
に
は
牌
外
の
文
字
は
な
い
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

原
本
は
こ
の
二
字
を
脱
す
る
が
'
『病
方
』
注
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
魚
の
字
を
腹
す
る
｡

『病
方
』
搾
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
O
た
だ
し
乙
本
は
膝
を
都
と
L
t
廉
の

字
は
腕
す
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
津
と
す
る
｡
樺
を
蹄
と
書
き
'
そ
れ
を
既
と
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
､
と
の

『病
方
』
注
に
従
い
樺
と
解
す
る
｡

角
魔
の
二
字
を

『
甲
乙
経
』
は
面
領
'
『重
砲
』
は
痛
額
､
『賑
経
』
は
痛
角
鏡
と

す
る
｡

『甲
乙
経
』､
『蛋
砥
』､
『肢
経
』
と
も
に
厳
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
は
歴
の
下
に
痛
が
あ
る
｡

侠
嬰
の
二
字
を

『
甲
乙
経
』
と

『販
経
』
は
挟
摩
､
『震
幅
』
は
快
癒
と
す
る
｡

三
二
九
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『甲
乙
経
』
と

『賑
綴
』
は
桁
と
す
る
｡

『震
幅
』
は
別
の
字
を
鉄
-
0

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『
設
文
』
雀
田

｢肝
｡
鮫
也
｡
臥
骨
o
羊
馨
｣
'
｢鮫
｡
腰
也
｡

仇
骨
｡
交
寮
｣
.

『
周
躍
』
考
工
記
'
輸
入

｢参
分
其
股
固
.
去

一
以
馬
鮫
国
〔
注

〕
方
言
股
以
聴

其
豊
｡
放
言
鮫
以
愉
其
細
｡
人
腔
近
足
者
｡
細
於
股
｡
謂
之
鮫
｡
羊
腰
細
者
｡
亦

謂
鮫
｣
｡
『爾
雅
』
樺
訓
第
三

｢既
微
且
値
O
肝
疹
馬
微
.
腫
兄
弟
値

〔注
〕
肝
｡

脚
腰
o
癌
｡
創
｣
｡
『准
南
子
』
倣
虞
訓

｢難
以
天
下
之
大
.
易
肝
之

1
毛
｡
無
折

柴
於
志
也

〔注
〕
肝
.
自
膝
以
下
.
腔
以
上
也
｣
｡
下
腿
で
あ
る
こ
と
は
一
致
し

て
い
る
も
の
の
'
そ
の
部
位
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
い
が
'
こ
こ
で
は
高
講
の
い

う
よ
う
に
腔
の
上
部
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
｡
ま
た

『陰
陽
灸
経
』
で
は
脂
'
疎

の
語
は
あ
る
が
'
腔
は
み
ら
れ
な
い
｡
し
た
が
っ
て
余
雲
帖

(『古
代
疾
病
名
候

疏
義
』
二
三
頁
'
1
九
五
三
年
'
人
民
衛
生
出
版
社
列
)
の
い
う
よ
う
に
腰
全
髄

と
解
す
る
の
が
安
富
で
あ
る
｡

乙
本
は
拓
と
す
る
｡

乙
本
は
上
の
字
を
敏
-
0

乙
本
は
賓
と
す
る
｡
『
詮
文
』
幾
四

｢髄
｡
却
山而
也
｡

仇
骨
｡
虞
審

〔注
〕
都
.

腰
頭
節
也
｡
秤
骨
云
｡
蓋
膝
｣
｡
『
文
選
』
金
十
'
播
岳

､

酉
征
戚

｢筑
馨
腐
而
高

奮
｡
狙
潜
鉛
以
脱
腰

〔注
〕
郭
瑛
三
蒼
解
訪
日
｡
腰
｡
膝
蓋
｣'『野
手
』
正
論

｢捷

苔
腰
御

〔注
〕
腰
｡
膝
骨
也
｡
脚
｡
盲
脚
字
'
腰
脚
｡
謂
別
其
腰
骨
也
｣

乙
本
は
股
を
快
く
｡

乙
本
は
算
を
快
く
｡

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
注
に
よ
れ
ば
'
頬
の
字
は
こ
れ
に
重
な
っ
た
烏
に
う
つ
っ
た
字
よ
り
補

っ
た
と
い
う
｡

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
乙
本
に
従
え
ば
顔
の
下
に
六
字
分
の

欧
字
が
あ
り
'
そ
の
う
ち
の
下
の
三
個
分
に
是
動
則
を
あ
て
る
｡

『脈
経
』
は
胃
の
字
を
脱
す
る
｡

(
1-6
)

(
1-7
)

141140139138(
1-2
)

(1-3
)

(1-4
)

(1-5
)

152151150149148147146

三
三
〇

『嘉
椙
』
は
鼻
の
下
に
之
の
字
が
あ
る
｡

中
の
下
に

『
甲
乙
経
』
は
傍
約
大
腸
之
販
'
『賑
経
』
は
穿
約
太
陽
之
賑
'『重
梶
』

は
労
納
太
陽
之
版
の
六
字
が
あ
る
｡

『塞
椙
』
は
挟
と
す
る
｡

暫
統
本

『脹
経
』
は
卿
と
す
る
.

『賑
経
』
と

『塞
梶
』
は
胸
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』､
『
版
経
』
'
『塵
砥
』
は
い
ず
れ
も
膳
と
す
る
｡
恐
ら
く
哲
の
略
字
の

誤
り
で
あ
ろ
う
｡

『
甲
乙
経
』
と

『蓋
植
』
は
超
の
下
に
於

(『震
幅
』
の
版
本
に
は
於
を
千
と
す

る
も
の
も
あ
る
)
の
字
が
あ
る
｡

『脹
経
』
は
ロ
下
の
二
字
を
下
口
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『版
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
解
の
下
に
閲
の
字
が
あ
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
膝
人
の
二
字
を
入
膝
と
す
る
.
『姦
植
』
は
人
の
字

を
脆
す
る
｡

『震
幅
』
は
腰
と
す
る
o

『塞
植
』
は
廉
と
す
る
｡

『畳
椙
』
は
以
の
字
を
脱
す
る
｡

和
刻
本

『震
幅
』
は
端
の
下
に
胃
足
陽
明
也
の
五
字
が
あ
る
｡

乙
本
は
是
動
別
の
三
字
を
快
く
｡

乙
本
は
酒
酒
病
の
三
字
を
妖
-
0

乙
本
は
善
と
す
る
｡
『左
停
』
裏
公
二
十
八
年

｢慶
氏
之
馬
善
驚

〔疏
〕
善
驚
｡請

数
驚
｡
古
人
有
此
語
｡
今
人
謂
数
驚
｡
馬
好
驚
｣
｡

(
1-3
)

乙
本
は
信
と
す
る
｡
『
文
物
』
梓
文

(注
(4
)
)
は

伸
と
解
す
る
｡
『病
方
』
注
は

居
王
堆
兵
書

『老
子
』
乙
本
が
現
行
本
の

是

謂

襲
明
の
四
字
を
是
胃
曳
明
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
類
推
し
て
'
も
と
は
書
中
と
あ
り
'
そ
の
中
の
字
を
誤
っ
て
曳
と

し
'
そ
れ
に
ま
た
龍
の
字
を
仮
借
し
た
t
と
解
し
て
い
る
｡

(1-4
)

乙
本
は
数
と
す
る
｡

(

1-5
)

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
欠
と
解
す
る
｡
『
詮
文
』
巷
八

｢欠
｡
張

口
『
悟
也
｡
象
雪
｡
臥
凡
｡
上
出
之
形
｣
｡
『儀
碓
』
士
相
見
護

｢凡
侍
坐
於
君
子
｡
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君
子
欠
伸
｡
問
日
之
早
卓

〔注
〕
志
倦
則
欠
｡
農
倦
則
仲
｣

黒
以
下
､
間
ま
で
'
『病
方
』
揮
文
に
後
い
'
乙
本
か
ら
補
う
｡

乙
本
は
正
と
す
る
が
'
『文
物
』
揮
文
に
従
い
'
恵
と
解
す
る
O

乙
本
は
易
(『文
物
』
揮
文
は
惨
と
解
す
る
)
と
す
る
｡

乙
本
と
も
に
樺
文
で
は
簡
髄
字
の
憶
に
置
換
え
ら
れ
て
い
る

(馬
紐
興
氏
の
手
紙

に
よ
る
)
0

乙
本
は
心
腹
の
二
字
を
放
く
｡
膿
は

『病
方
』
梓
文
に
後
い
､
腸
と
解
す
る
｡

乙
本
は
閑
を
快
く
｡

『
病
方
』
梓
文
に
後
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
則
欲
登
高
の
四
字
を
快
-
0

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
登
高
の
二
字
は
南
方
に
放
け
て
い
る

が
'
前
後
の
文
か
ら
考
え
て
'
お
そ
ら
く
登
高
で
あ
ろ
う
｡

『病
方
』
揮
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
陽
明
版
の
三
字
を
放
く
｡

『甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
酒
酒
を
凄
凄
然
と
す
る
｡

『賑
経
』
の
撃
統
本
と
四
部
叢
刊
本
は
別
の
字
を
股
す
る
｡

『賑
経
』
の
何
大
任
本
と
四
部
叢
刊
本
は
轟
と
す
る
｡

『放
置
』
は
欲
動
を
動
欲
と
す
る
｡

関
戸
欄
の
三
字
を
'
『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
閉
戸
塞
裾
と
す
る
O

嘗
統
本
の

『
甲
乙
経
』
は
奔
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
､
『版
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
響
と
す
る
｡

和
刻
本
以
外
の

『震
幅
』
は
謂
と
す
る
.

『甲
乙
経
』
は
轡
'
『
版
経
』
と

『帝塩
梅
』
は
肝
と
す
る
.

『
周
檀
』
大
師

｢皆
播
之
以
八
音
｡
金
石
土
革
経
木
鞄
竹

〔注
〕
木
｡
祝
敏
也
｣
0

『太
秦
』
巻
八
へ
陽
明
賑
解
は

｢陽
明
之
腺
病
D
悪
人
輿
火
｡
聞
木
音
則
悌
然
而

驚
o

鐘
鼓
不
馬
動
｡
聞
木
音
而
驚
者
｡
願
聞
其
故
｣
と
､
鐘
鼓
の
音
と
封
比
さ
せ

て
い
る
｡

乙
本
は
岡
と
す
る
.

乙
本
も
同
じ
｡
『病
方
』
樺
文
に
役
い
'
軌
と
解
す
る
｡
『
詮
文
』
巻
四

｢軌
｡

柄

『陰
陽
十

丁
脈
灸
経
』
の
研
究

184183182

寒
鼻
窒
也
｣
｡
『
素
問
』
金
匪
畢
言
論

｢春
不
軌
吸

〔注
〕
軌
｡
謂
鼻
中
出
水
｣
｡

は
な
づ
ま
り
と
は
な
み
ず
の
適
い
で
あ
り
､
ど
ち
ら
と
も
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
I

こ
こ
で
は
時
代
の
古
い

『
設
文
』
の
説
を
と
っ
て
お
く
｡

乙
本
は
領
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
縫
い
､
額
と
解
す
る
｡
『方
言
』
巻
十

｢領
｡

鮫
O
領
也
.
南
楚
謂
之
額
｣
｡
『
素
問
』
刺
熟
篇

｢南
朝
痛
｣
O

乙
本
に
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
腔
と
す
る
.
『
病
方
』
梓
文
に
縫
い
'
贋
と
解
す
る
｡
『太
素
』
経
版
は
こ

れ
に
封
し

｢陽
明

1
道
行
於
腹
外
.
1
逆
行
於
腹
内
｡
腹
内
水
穀
行
通
｡
故
少
病

歴
｡
腹
外
衛
気
教
室
｡
故
腹
外
多
贋
也
｣
の
注
を
輿
え
る
｡

乙
本
は
腸
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
腸
の
誤
り
と
解
す
る
｡

乙
本
は
都
と
す
る
｡

『病
方
』
注
は

『
詮
文
』
撃

1
｢跳
o
塵
也
｡
臥
足
｡
兆
馨
｣
'
『
贋
.
億
也
｡

仇

足
O
厭
聾
｣
を
引
き
'
億
直
と
解
す
る
.
乙
本
は
膝
以
下
を
鄭
足
管
浄
と
し
『
文

物
』
梓
文
は
こ
れ
を
膝
足
倭
棒
と
解
す
る
｡

(
1-5
)

『病
方
』
揮
文
は
肘
と
解
す
る
｡
『儀
穫
』
士
喪
蔑

『乃
層
素
結
干
肘
｡蓮
的
〔注
〕

射
｡
足
上
也
｣
｡

(
1-6
)

乙
本
は
最
後
の
三
字
を
快
く
が
'
『病
方
』
樺
文
に
あ
る
よ
う
に
､
こ

の
二
個
の

欧
字
は
馬
と
病
で
あ
ろ
う
.

197196195194193192191190189188187

『
甲
乙
経
』
は
廉
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『脈
経
』
は
繁
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
版
綬
』
'
『室
根
』
と
も
に
大
腹
水
腫
と
す
る
｡

『
版
経
』
は
腰
を
腕
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
乳
気
街
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
桁
'
『
賑
経
』
と

『塞
幅
』
は
肝
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『蛋
植
』
は
磯
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
脹
経
』
'
『基
板
』
は
責
と
す
る
｡

乙
本
は
起
以
下
'
腰
ま
で
の
八
字
を
妖
-
0

『病
方
』
梓
文
に
従
い
補
う
｡

乙
本
は
出
以
下
を
出
指
上
廉
と
し
'
乗
手
北
は
股
す
る
｡

三

三
1



204203202201200199198(
2-8
)

213212211210209(
2-4
)

東

方

撃

報

『
賑
経
』
は
小
腸
の
二
字
を
脆
す
る
｡

『膜
経
』
は
起
の
下
に
之
の
字
が
あ
る
｡

『甲
乙
経
』
､
『版
経
』
､
『震
幅
』
と
も
に
腕
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
'
『版
経
』
､
『震
幅
』
と
も
に
下
を
快
く
｡

『震
幅
』
は
筋
と
す
る
｡

『富
根
』
は
脚
と
す
る
｡

盆
の
下
に

『甲
乙
経
』
で
は
向
版
下
の
三
字
'
『賑
経
』
で
は
向
膳
の
二
字
が
あ

る
｡

『
甲

乙
経
』
と

『蛋
施
』
は
銃
と
す
る
｡

皆
の
下
に
'
『
甲
乙
経
』
'
『脈
経
』
'
『塞
椙
』
と
も
に
斜
路
於
額
の
四
字
が
あ
り
'

和
刻
本
の

『震
幅
』
で
は
そ
の
下
に
更
に
小
腸
手
太
陽
也
の
六
字
が
あ
る
｡

『
説
文
』
巻
四

｢漏
｡
轡
O
羊
家
日
腰
｡
仇
肉
.
需
馨
｡
讃
若
儒

〔段
注
〕
許
書

贋
人
物
之
非
｡
入
日
轡
｡
羊
家
日
嬬
｣
｡
し
か
し

『陰
陽
灸
経
』
の
記
載
に
よ
れ

ば
'
腰
は
人
の
上
肢
の
一
部
の
名
稗
で
あ
り
'
歯
版
の
走
行
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
'
指
'
手
'
腎
'
肘
'
席
の
順
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
使
い
か
た
は
『太
素
』

そ
の
他
で
も
同
様
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は

『
詮
文
』
の
詮
と
は
異
り
'

『集
韻
』
に

｢贋
o
肘
骨
也
｣
と
あ
る
よ
う
に
'
上
腕
乃
至
上
腕
骨
と
解
す
べ
き

で
あ
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
是
動
則
病
の
四
字
を
乙
本
は
散
く
が
'

こ
れ
を
補
う
こ
と
に
つ
い
て
は
問
題
は
な
い
｡
次
の
喧
痛
の
二
字
は
乙
本
に
も
炊

け

'
恐
ら
-
字
数
の
関
係
か
ら
'
『太
秦
』
そ
の
他
に
従
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ

ナつ
.
乙
本
は
腫
商
と
す
る
｡

乙
本
は
雇
と
す
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
粋
文
に
従
っ
て
'
似
と
解
す
る
｡

層
統
本
と
椀
鹿
本
の

『
甲
乙
経
』
は
服
と
す
る
｡

『
説
文
』
巻
二

『瞳
｡
咽
也
.
仇
ロ
.
益
蟹

〔注
〕
喰
者
拍
也
O
拒
要
之
虞
也
｡

咽
嘘
斐
馨
｣

『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

三
三
二

(2-5
)

『
病
万
』
粋
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
乙
本
は
痛
を
前
出
の
よ
う
に
'
い
ず

れ
も
商
と
す
る
｡

(
216
)

乙
本
は
侯
と
す
る
｡
『文
物
』
搾
文
に
粗
い
'
喉
と
解
す
る
｡
『
病
方
』
揮
文
も
同

.じ
｡

219218217229228227226225224

乙

本

は
肘
と
痛
の
あ
い
だ
に
秩
字
が

1
個
あ
る
｡

『賑
経
』
は
頬
膿
頚
領
の
四
字
を
頼
領
腫
覇
と
す
る
.

『太
素
』
巻
三
十
'
喉
樟
喧
乾

｢喉
捧
舌
金
｣
'
｢喉
樟
不
能
言
｣
｡
『
甲
乙
経
』
巻

十
二
'
手
足
陽
明
少
陽
脈
動
啓
喉
揮
咽
痛
第
八

｢喉
棒
食
不
下
｣
.『
諸
病
源
侯
論
』

巻
三
十

｢喉
捧
者
｡
喉
裏
腫
塞
樺
痛
｡
水
衆
不
得
入
也
｣
｡
咽
と
喉
の
区
別
は
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
｡

『
詮
文
』
巻
四

｢腎
｡
手
上
也
｣
｡

『大
乗
』
怠
十
三
'
骨
度

｢肘
至
擁
｡
長
尺
二

寸
牛

〔注
〕
擁
者
｡
鷲
手
相
接
之
虞
｣
｡
前
腕
に
相
富
す
る
｡

『
設
文
』
金
四

｢肘
O
轡
節
也

〔段
注
〕
玄
奥
腎
之
節
目
肘
｡
股
興
腔
之
節
目

却
｣
｡
『
大
乗
』
巻
十
三
'
骨
度

｢眉
至
肘
｡
長
尺
七
寸

〔注
〕
従
属
端
至
肘
端
量

也
｣
乙
本
は
千
手
北
出
管
外
雨
骨
の
八
字
を
快
く
O

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
『太
素
』
巷
八
'
腫
脹

(手
太
陽
之

版
)
｢直
上
情
轡
下
骨
下
廉

〔注
〕
轡
有
二
骨
.
垂
手
之
時
｡
内
箱
前
骨
｡
名
馬

上
骨
｡
外
箱
後
骨
｡
名
馬
下
骨
.
手
太
陽
賑
O
行
下
骨
之
下
賂
側
之
際
｡
故
日
下

廉
也
｣
O
こ
れ
に
よ
る
と
上
骨
は
横
骨
､

下
骨
は
尺
骨
を
い
い
､
上
廉
と
下
廉
は

そ
れ
ぞ
れ
の
骨
の
母
指
側
と
小
指
側
の
線
を
意
味
す
る
｡

乙
本
は
乗
と
す
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『賑
経
』
は
三
焦
の
二
字
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
へ
『
版
経
』
'
『室
根
』
と
も
に
表
の
下
に
腕
の
字
が
あ
る
O

『賑
経
』
は
交
と
す
る
｡

『蛋
福
』
は
和
刻
本
の
ほ
か
は
落
と
す
る
｡
和
刻
本

『重
砥
』
と

『甲
乙
経
』
'

『脹
経
』
は
路
と
す
る
｡

(
2-0
)

『甲
乙
経
』
は
偏
'
『墓
相
』
は
楯
と
す
る
｡
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『阪
経
』
は
膿
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
侠
'
『塞
櫨
』
は
繁
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
額
と
す
る
o

和
刻
本
の

『震
幅
』
は
管
の
下
に
三
焦
手
少
陽
也
の
六
字
が
あ
る
o

乙
本
は
淳
淳
と
す
る
｡

『賑
経
』
は
煤
煙
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『腹
囲
』
､
『震
幅
』
と
も
に
惇
痔
と
す
る
.

乙
本
は
膜
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
後
い
'
管
と
解
す
る
｡

『病
方
』
秤
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡
乙
本
は
商
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
痛
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
不
の
下
に
馬
の
字
が
あ
る
｡

次
指
典
大
指
の
五
字
を
乙
本
は
□
指
と
す
る
｡

『病
方
』
搾
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『版
経
』
は
大
腸
の
二
字
を
腹
す
る
.

『
甲
乙
経
』
と

『脈
経

』
は
端
の
下
に
外
側
の
二
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
骨
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
上
の
下
に
術
の
字
が
あ
り
'
『放
置
』
は
上
を
循
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
前
を
脆
す
る
｡

『甲
乙
経
』'
『賑
経
』
､
『塞
植
』
と
も
に
鱗
の
下
に
骨
之
の
二
字
が
あ
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『
賑
経
』
は
於
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
直
上
至
､
『
賑
経
』
は
直
入
上
と
す
る
o

『
甲
乙
経
』
は
下
人
と
す
る
｡

『版
経
』
は
歯
の
下
に
経
の
字
が
あ
る
｡

『蛋
植
』
の
和
刻
本
は
孔
の
下
に
大
腸
手
腸
明
地
の
六
字
が
あ
る
｡

『病
方
』
揮
文
に
役
い
'
乙
本
よ
り
補
う
.

乙
本
も
同
じ
.
『虞
韻
』
｢胞
｡
胞
嘗
｣'
『贋
雅
』
樺
親

｢胞
.
曲
脚
也
｣'『集
嶺
』

｢胎
.
慣
也
｡

1
日
｡
朕
出
｣
な
ど
の
詮
が
あ
る
が
'
こ
の
版
に
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
病
気
は
身
健
の
上
部
の
疾
患
だ
け
で
あ
り
､
遣
嘗
で
は
な
い
｡
『太
素
』
な

ど
に
あ
る
煩
に
通
ず
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
｡
『
太
秦
』
絶
版

｢煤
腫

〔注
〕瞳
o

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究
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謂
面
顧
秀
高
骨
也
｣
と
あ
り
へ
手
太
陽
之
賑

(肩
脈
の
項
に
引
用
)
で
も
頬
か
ら

ま
な
じ
り
に
行
っ
て
耳
に
は
い
る
朕
の
ほ
か
に
'
煩
を
通
っ
て
鼻
に
行
き
目
が
し

ら
に
達
す
る
も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
目
の
下
の
部
分

と
考
え
ら
れ
'
『
病
方
』
注
は
安
富
で
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
頬
､
『蛋
植
』
は
頚
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『蛋
椙
』
は
津
の
下
に
液
の
字
が
あ
る
.

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『甲
乙
経
』
は
痛
の
下
に
者
が
あ
る
｡

『塞
櫨
』
は
盛
の
字
を
腹
す
る
｡

乙
本
は
肢
の
前
の
字
を
映
-
｡
大
は

『病
方
』
梓
文
の
い
う
よ
う
に
太
の
略
で
あ

ろ
う
｡

乙

本
は
脂
と
す
る
.

乙
本
は
也
と
す
る
｡
『
病
方
』
揮
文
に
従
い
'
也
と
解
す
る
｡

乙
本
は
被
と
す
る
｡
『
病
方
』
搾
文
に
縫
い
､
被
と
解
す
る
｡

『病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『賑
経
』
は
牌
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
版
経
』へ
『重
蔵
』
と
も
に
核
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
桁
と
す
る
｡

『蛋
椙
』
は
こ
の
字
を
脱
す
る
｡
他
の
二
書
は
楯
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
肢
経
』
､
『塞
植
』
と
も
に
腹
と
す
る
｡

和
刻
本
の

『霊
梶
』
は
中
の
下
に
牌
足
太
陰
也
の
五
字
が
あ
る
｡

乙
本
も
こ
の
字
を
快
く
｡
『
病
方
』
梓
文
は
富
の
字
を
補
う
が
根
披
不
明
｡『
素
問
』

賑
解
篇

｢所
謂
上
走
心
馬
頓
着
｡
陰
盛
而
上
走
於
陽
明
｡
陽
明
絡
腐
心
｡
故
目
上

走
心
馬
暗
也

〔注
〕
按
震
幅
経
詮
.
足
陽
明
流
注
並
無
至
心
者
｡
太
陰
朕
誼
云
O

其
支
別
者
｡
復
従
胃
別
O
上
腕
｡
注
心
中
｡
法
廠
以
此
絡
馬
陽
明
絡
也

〔新
校
正

云
〕
詳
王
氏
以
足
陽
明
流
注
並
無
至
心
者
｡
按
甲
乙
挺
｡
陽
明
之
版
上
道
於
心
｡
徳

咽
｡
出
於
ロ
O
宜
其
経
言
o
陽
明
絡
属
心
馬
噴
｡
王
氏
安
得
謂
之
無
｣
'
馬
蒔
『内

経
素
問
註
誇
敬
微
』
｢此
言
牌
経
諸
詮
｡
慮
時
合
胃
者
也
｡
･･･折
謂
上
走
心
馬
喰

者
｡
正
以
牌
賑
之
文
別
者
.
復
徒
胃
別
｡

上
房
｡
注
心
中
｡

故
牌
気
薦
陰
.
陰
気

三
三
三
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東

方

撃

報

盛
而
上
走
干
陽
明
｡
則
陽
明
絡
腐
心
｡
所
以
上
走
心
而
爵
憶
也
.
〔素
問
〕
宣
明
五

気
論
日
｡
心
馬
噴
｡
又
按
震
幅
口
問
篇
日
｡
寒
気
客
干
胃
｡
厩
逆
徒
下
上
散
｡
復

出
干
胃
｡
故
馬
噴
｡
夫
素
問
言
心
｡
而
震
幅
言
胃
｡
則
此
篇
重
言
｡
陰
気
走
干
胃
0

胃
走
干
心
｡
見
三
経
相
須
而
馬
噴
｣

は
い
ず
れ
も
経
版
の
関
係
で
説
明
し

よ
う

と
し
て
い
る
が
'
こ
の

『灸
経
』
で
は
無
理
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
上
口
走
心
の
快

字
が
気
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
｡

乙
本
は
腹
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
腹
と
解
す
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
樺
文
に
従
い
'
膳
と
解
す
る
｡

乙
本
は
意
と
す
る
｡

乙
本
は
欲
の
上
に
則
の
字
が
あ
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
粋
文
に
絶
い
､
唱
と
解
す
る
｡

乙
本
は
得
後
の
二
字
を
軟
く
｡

乙
本
は
蓮
と
す
る
｡
『
病
方
』
注
は

『霧
椙
』
と
の
比
較
か
ら
快
の
誤
り
で
あ
ろ

う
と
す
る
｡
得
以
下
'
裏
ま
で
の
句
に
つ
い
て
は
諸
家
の
見
解
は
必
ず
し
も

一
致

し
て
い
な
い
が
'
『
素
間
』
脹
解
篇
の

｢所
謂
得
後
輿
気
則
快
然
如
衰
者
o
十
二

月
陰
気
下
裏
｡
而
陽
気
且
出
｡
故
日
｡
得
後
輿
気
則
快
然
如
真
也
｣
と
い
う
詮
に

射
し
て
'
馬
蒔

(『
内
経
素
問
註
琵
登
微
』
)
は

｢後
者
圃
也
.
気
者
虻
門
失
気

也
｣
と
解
し
､
ま
た
楊
上
善
は

『
太
秦
』
に
つ
い
て
､
得
後
出
飴
気
と
し
て
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
､
｢
寒
気
客
胃
.
厭
逆
従
下
上
散
｡
散
己
復
上
出
胃
｡
故
雷
鳴
也
｡

穀
入
胃
.
己
其
気
上
馬
管
衛
及
膳
中
気
｡
後
有
下
行
輿
糟
粕
倶
下
着
｡

名
目
飴
気
｡

飴
気
不
興
糟
粕
倶
下
｡
宛
而
馬
股
｡
今
得
之
洩
之
｡
故
快
然
腹
滅
也
｣
と
い
う
江

を
輿
え
て
い
る
｡
裏
を
病
状
が
衰
え
る
と
解
し
た
の
は
快
然
の
語
を
重
視
し
た
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
'
『
陰
陽
灸
綴
』
で
は
是
動
則
病
の
項
に
は
脈

の
乱
れ

に
よ
る
障
害
だ
け
を
並
べ
て
い
て
､
そ
の
恢
復
に
つ
い
て
鯖
れ
た
も
の
は
な
い
か

ら
'
快
は
快
の
誤
り
で
は
な
-
'
表
も
病
状
が
悪
化
し
て
衰
え
る
と
解
す
べ
き
か

も
し
れ
な
い
｡
し
か
し
'
こ
の
m
E
書
中
に
は
注
が
本
文
と
誤
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
不
統

一
な
鮎
も
あ
る
か
ら
'
こ
こ
で
は
馬
蒔
な
ど
の
詮

に
従
っ
て
お
く
｡
快
は

『後
漢
書
』
巻
五
十
二
'
雀
冥
侍

｢快
不
日
親

〔注
〕
快
0

忽
忘
也
｣
｡
後
は

『太
素
』
金
二
十
六
'
経
版
灰

｢
三
陰
倶
逆
｡
不
得
前
後
｡
使

289288287286285284283282281

三
三
四

人
手
足
寒
.
三
日
死

〔注
〕
逆
｡
帥
気
之
失
逆
｡
必
大
小
便
不
通
｡
手
足
冷
｡
期

至
三
日
死
也
｣
､
巻
二
十
三
'
量
鯵
刺

｢
人
有
折
壁
堕
｡
恵
血
在
内
｡
復
中
浦
膳
0

不
得
前
後
｡
先
飲
利
薬

〔注
〕
人
有
壁
傷
意
血
在
腹
中
｡
不
得
大
小
便
者
｡
可
飲

破
血
之
湯
O
利
而
出
之
｣
な
ど
の
解
が
あ
り
'
ま
た

『
史
記
』
巻

1
〇
五
'
倉
公

侍

｢令
人
不
得
前
後
捜
O
-
･･二

飲
得
前
捜
｡
再
飲
得
大
漫
｣
に
あ

る
後
渡
は
明

ら
か
に
索
隠
の

｢前
渡
謂
小
便
｡
後
捜
謂
大
便
也
｣
の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
後
は

『
病
方
』
江
に
も
あ
る
よ
う
に
'
大
便
と
解
す
べ
き
で

あ
ろ
う
し
､
し
た
が
っ
て
気
に
つ
い
て
も
馬
蒔
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
版
経
』
'
『蛋
椙
』
と
も
に
舌
の
下
に
本
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
版
経
』
'
『
震
幅
』
と
も
に
唱
と
す
る
｡

『
賑
経
』
は
管
と
L
t
馨
統
本
と
椀
鹿
本
の

『
甲
乙
経
』
は
腕
と
す
る
O

『
甲
乙
経
』
'
『
脹
経
』
､
『
蛋
枢
』
は
と
も
に
出
飴
の
二
字
を
輿
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『賑
経
』
は
而
と
す
る
｡

乙
本
も
其
所
産
病
と
次
の
二
字
を
妖
-
｡
『
病
方
』
鐸
文
に
従
い
'
補
う
｡

乙
本
は
能
の
字
を
股
す
る
｡

『太
素
』
巻
八
㌧
経
賑

｢
〔注
〕
将
欠
下
得
欠
.
名
目
強
欠
｣

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
粋
文
に
従
い
'
酒
と
解
す
る
｡
『
虞
雅
』
樺
言

｢清
｡
淳

也
｣
｡
『
詮
文
』
巻
十

1
｢悼
.
泥
也
O
飲
水
卓
馨
｣
｡
『
中
国
轡
撃
大
尉
典
』
三
四

五
八
頁

｢塘
浬
.
浬
下
欄
鮎
垢
稜
也
｣
｡

(
2-0
)

『
病
方
』
樺
文
に
後
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
『
太
素
』
そ
の
他
の
各
署
は

い
ず
れ
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も
水
閉
と
す
る
た
め
'
楊
上
善
が
小
便
不
利
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
尿
閉
を
意
味

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
'
こ
こ
で
は
水
と
閥
は
別
々
の
病
気
を
意
味
し
て
い
る
｡

水
病
す
な
わ
ち
水
腫
と
閉

(お
そ
ら
く
は
尿
閉
)
で
あ
ろ
う
｡

『
甲
乙
経
』
は
痛
の
字
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『
版
経
』
は
清
の
上
に
寒
癖
の
二
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
賑
経
』
'
『
震
幅
』
と
も
に
浬
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
賑
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
症
と
す
る
.

『
甲
乙
経
』
は
不
能
食
'
『
版
経
』
は
好
卦
不
能
食
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
'
『
脹
経
』
'
『
塞
植
』
と
も
に
強
の
上
に
唇
音
の
二
字
が
あ
る
｡
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(
3-4
)
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『甲
乙
経
』
'
『
賑
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
立
と
す
る
｡

暫
統
本
の

『
甲
乙
経
』
は
肉
と
す
る
.

『航
程
』
は
痛
と
L
t
『
甲
乙
経
』
は
膿
の
下
に
痛
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』'
『脆
経
』へ
『裏
梅
』
と
も
に
大
の
上
に
足
の
字
が
あ
る
｡

『蛋
枢
』
は
則
の
字
を
股
す
る
｡

『
設
文
』
巻
九

｢煩
O
熟
頭
痛
也
o
仇
頁
火
L
t
『韓
非
子
』
外
儲
詮
右
上

｢夫
症

痘
之
痛
也
｡
非
刺
骨
髄
｡
則
煩
心
不
可
支
也
｡
非
如
是
｡
不
能
使
人
以
牛
寸
砥
石

弾
之
｣
'
『太
素
』
巻
三
､
調
陰
陽

｢因
於
暑
｡
汗
煩
則
職
喝
｡
静
則
多
言
｣
､

忠

三
十
'
療
疾

｢療
疾
姶
生
.
先
不
発
｡
頭
重
痛
｡
親
筆
日
赤
D
其
作
極
｡
巳
而
煩

心
｣
｡
『
素
問
』
棒
論

｢心
棒
者
｡
賑
不
通
.
煩
則
心
下
鼓
｡
暴
上
気
而
嘱
｡
睦
乾

善
噴
｡
厭
気
上
則
恐
｣
｡

乙
本
で
は
頗
陰
版
の
項
は
少
陰
脈
の
項
の
次
に
配
置
さ
れ
て
い
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
樺
文
は
叢
と
解
す
る
が
'
『太
秦
』
の
乗
に
通
ず
る
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
｡

『病
方
』
秤
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
之
の
字
を
脆
す
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
裸
と
解
す
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
徽
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
而
出
の
二
字
を
快
く
｡

『病
方
』
樺
文
に
従
い
補
う
｡
た
だ
し
太
陰
以
外
の
出
と
之
後
の
三
字
は
乙
本
に

も
炊
け
'
『震
幅
』
等
の
請
書
に
よ
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
､
根
接
不
十
分
o

乙
本
は
大
の
字
を
快
く
｡

乙
本
は
資
と
す
る
｡
『
病
方
』
鐸
文
に
後
い
'
皆
と
解
す
る
｡

『賑
経
』
は
肝
の
字
を
妖
-
｡

『脹
経
』
は
衆
'
『
甲
乙
経
』
と

『霊
櫨
』
は
叢
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』､
『版
経
』
､
『雲
脂
』
と
も
に
之
の
下
に
際
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
外
と
す
る
｡

『陰
陽
十

一
脈
灸
経
』
の
研
究

323322321320319

陰
股
の
二
字
を

『
甲
乙
経
』
と

『壷
植
』
は
股
陰
と
し
､
『
賑
経
』
は
陰
を
脱
す
る
｡

『震
幅
』
は
過
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
唇
と
す
る
｡

四
部
備
要
本
と
国
華
基
本
叢
書
本
の

『震
幅
』
は
者
を
股
す
る
｡

肺
の
下
に

『
甲
乙
経
』
と

『脆
経
』
は
中
の
字
が
'
和
刻
本
の

『震
幅
』
は
肝
足

蕨
陰
也
の
五
字
が
あ
る
｡

(
3-4
)

『素
問
』
骨
基
論

｢沙
絡
季
脇
｡
引
少
腹
而
痛
脹

〔注
〕
抄
｡
謂
侠
香
南
便
益
軟

虞
也
｡
少
腹
｡
奔
下
也
｣

(
3-5
)

『病
方
』
江
の
内
眼
角
と
す
る
詮
に
従
う
｡
た
だ
し
目
内
廉
と
の
関
係
は
明
ら
か

で
な
い
｡

328327326

『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
夫
の
下
に
則
の
字
が
あ
る
｡

『文
物
』
樺
文
は
痕
､
『
病
方
』
樺
文
は
頻
と
解
す
る
が
'
険
の
字
も
用
い
ら
れ

て
い
た
｡
『
梓
名
』
病
疏

｢陰
腫
日
陰
｡
気
下
隙
也
｣
｡
乙
本
も
同
じ
｡
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
3-9
)

『
病
方
』
梓
文
に
縫
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
山
は
同
梓
文
に
従
い
'
病
と
解
す
る
｡

『揮
名
』
病
疏

｢
又
日
病
｡
亦
言
訳
也
｡
託
託
引
小
腹
急
病
也
｣
｡
同
書
に
は
｢
心

痛
日
病
o
折
.
託
也
.
気
論
談
然
｡
上
而
痛
也
｣
と
い
う
詮
も
あ
る
が
'
こ
こ
で

は
前
説
を
と
る
｡
『
詮
文
』
巻
七

｢癖
｡
腹
痛
也
｡
凡
打
｡
山
聾
｣
｡

335334333332331330

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
揮
文
に
従
い
'
仰
と
解

す
る
｡

『甲
乙
経
』
は
療
'
『版
経
』
は
願
'
『蛋
植
』
は
癌
と
す
る
.

『
甲
乙
経
』
､
『版
経
』'
『震
幅
』
と
も
に
腹
痛
の
二
字
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
､
『
賑
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
塵
の
下
に
脱
色
の
二
字
が
あ
る
｡

少
腹
腫
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
､
ヘ
ル
ニ
ア
の
可
能
性
も
あ
る
｡

『
詮
文
』
巻
五

｢痕
｡
病
也
｡
凡
打
｡
此
馨
｣
｡
『古
代
疾
病
名
侯
琉
義
』

一
四
戻

｢巌
按
'
贋
韻
五
支
.
痕
O
黒
柄
.
桂
後
説
文
義
誇
.
引
王
隠
曹
書
｡
捜
孟
面
有

症
喪
o
又
云
o
賓
后
眉
後
有
症
O
蓋
抑
今
之
母
斑

(N
aevi)
也
｡
其
小
而
隆
起

者
｡
謂
之
症

(L
en
tig
o)｣
｡
し
か
し

こ
こ
で
は
母
斑

(あ
る
い
は
そ
の
色
が
濃

-
な
る
)
と
考
え
る
よ
り
､
し
み
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
楊
上
善
も
面
塵
に

三
三
五



へ ′~■ヽ
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)
351350349348347

東

方

学

報

封
し
て

｢面
顔
色
也
｣
の
注
を
輿
え
て
い
る
｡

『
病
方
』
秤
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『
病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
降
は

『病
方
』
鐸
文
に
い
う
よ
う
に
～

痔
す
な
わ
ち
症
と
解
す
る
｡
症
は
尿
路
疾
患
｡

『病
方
』
秤
文
に
徒
い
'
偏
と
解
す
る
｡

有
而
心
煩
の
四
字
を
'
乙
本
は

｢病
病
有
煩
心
｣
と
す
る
｡

乙
本
は
之
の
字
を
脱
す
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

濃
塊
を

『甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
洞
渦
'
『震
幅
』
は
残
浬
と
す
る
.

『
甲
乙
経
』
は
精
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
痘
関
と
す
る
｡

『太
素
』
巻
十
九
㌧
知
方
地

｢魚
者
使
人
熱
中

〔注
〕
魚
性
是
熟
｡
故
食
之
令
人

熱
中
｣
'

『素
問
』
異
法
方
宜
論
｢魚
者
使
人
熱
中

〔注
〕
魚
敬
癒
則
熱
中
之
信
｣

は
毒
麻
疹
に
相
嘗
す
る
と
考
え
ら
れ
､
ま
た

『素
問
』
腹
中
論

｢熱
中
｡
滑
車
｡

不
可
服
高
梁
.
芳
革
｡
石
奨

〔注
〕
多
飲
数
渡
.
謂
之
熱
中
｡
多
食
数
渡
｡
謂
之

渦
中
｣
､
｢夫
熱
中
滑
中
者
｡
皆
富
貴
人
也

〔注
〕
此
人
必
数
食
甘
美
而
多
肥
也
｡

肥
者
令
入
内
熱
｡
甘
者
令
人
中
蒲
｡
故
其
気
上
洛
｡
特
満
治
渇
｣
は
糖
尿
病
に
相

嘗
す
る
.
そ
の
ほ
か

『太
秦
』
巻
二
八
㌧
諸
風
教
類

｢風
気
輿
陽
入
胃
｡
情
賑
而

上
至
日
管
｡
其
人
肥
｡
則
風
気
不
得
外
洩
｡
則
馬
熱
中
而
目
真
也

〔注
〕
以
下
言

熱
中
病
也
｡
風
気
従
皮
膚
情
足
陽
明
之
経
O
後
目
内
管
入
恩
於
胃
.
政
情
其
賑
至

目
内
管
｡
以
其
人
肥
藤
理
密
茸
不
開
｡
風
気
塗
而
不
得
外
洩
｡
故
内
馬
熱
中
.
柄

目
黄
也
｣
な
ど
も
あ
り
､
種
々
の
病
気
に
わ
た
っ
て
い
る
｡

乙
本
は
浴
以
下
'
喝
喝
如
嘱
ま
で
を
軟
く
｡
し
た
が
っ
て
'
中
は
前
後
の
関
係
か

ら
考
え
て
､
そ
う
推
定
さ
れ
る
も
の
の
'
確
竃
は
な
い
｡

『版
経
』
は
腎
の
字
を
股
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
斜
と
す
る
｡

『蛋
枢
』
は
走
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『版
経
』
は
於
の
字
を
脱
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
谷
と
す
る
｡

354353352

三

三

六

『
甲
乙
経
』
と

『販
経
』
は
潤
の
下
に
中
の
字
が
あ
る
.

和
刻
本

『蛋
植
』
は
中
の
下
に
腎
足
少
陰
也
の
五
字
が
あ
る
｡

内
疎
の
外
廉
は
考
え
に
く
い
｡
『
足
轡
灸
経
』
が
内
裸
窒
中
と
L
t
『太
素
』
な
ど

が
内
原
の
後
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
､
こ
の
記
載
に
は
誤
り
の
あ
る
可

能
性
が
あ
る
｡

(
3-5
)

乙
本
は
是
動
則
病
何
何
如
職
の
八
字
を
扱
く
｡
『
病
方
』
秤
文
に
縫
い
｡
是
動
刺

病
の
四
字
を
他
の
項
と
の
比
較
に
よ
っ
て
補
う
｡

(
3-6
)

陶
陶
は
不
明
で
あ
る
が
'
『
病
方
』
樺
文
に
従
っ
て
喝
喝
と
解
す
る
｡
『
詮
文
』
金

二

｢喝
｡
歌
也
｡
仇
ロ
O
易
馨

〔段
注
〕
荘
子
庚
桑
楚
.
終
日
曝
而
喰
不
暖
｡
崖

讃
本
作
不
喝
｡
云

唖

也
｡
子
虚
脱
｡
梼
人
歌
｡
賓
流
喝
｡
郭
瑛
日
｡
言
悲
噺
也
L
o

『論
衡
』
気
毒

｢兄
生
坂
噂
之
馨
｡
鴻
朗
高
暢
者
毒
｡
噺
喝
混
下
着
天
｣
｡
『後
漢

書
』
巻
四
十
五
'
張
舗
侍

｢
〔王
〕
青
亦
被
矢
貫
咽
｡
音
馨
流
喝
｣
｡

(3-
)
蹟
如
儲
兄
の
四
字
を
乙
本
は
巴
然
無
兄
と
す
る
｡

(3-8)

乙
本
は
紀
と
す
る
｡
『病
方
』
樺
文
に
従
い
､
憩
と
解
す
る
｡
『
素
問
』
通
辞
慶
賀

論

｢賑
懸
小
者
何
如

〔注
〕
懸
｡
謂
如
懸
物
之
動
也
｣
｡

(
3-9
)

『病
方
』
樺
文
に
後
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

(
3-0
)

乙
本
は
易
と
す
る
｡
『
病
方
』
樺
文
に
従
い
､
賜
と
解
す
る
｡
『
易
』
乾
｢夕
惨
苦
｣
｡

『左
停
』
嚢
公
二
十
二
年

｢無
目
不
暢

〔注
〕
惨
｡
催
｣
｡
『
国
語
』
楚
語
上

｢宣

′~■ヽ へ
362361＼_. -ヽ367366365364363(

3-8
)

不
便
諸
侯
心
暢
暢
蔦

〔注
〕
暢
腸
｡
健
也
｣
｡

『病
方
』
搾
文
に
縫
い
､
乙
本
よ
り
補
う
0

乙
本
は
他
と
す
る
｡
『
詮
文
』
巻
十

｢地
.
燭
美
也
｡
仇
火
｡
也
馨
｣
｡
『
病
方
』

梓
文
は
他
と
解
す
る
が
､
字
形
か
ら
考
え
て
同
様
の
意
で
あ
ろ
う
｡

乙
本
は
則
の
字
を
快
く
｡

乙
本
は
骨
蹴
是
の
三
字
を
故
-
0
-
豚
は
江
(50
)

の
よ
う
に
厭
と
解
す
る
o

『
病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ

り
補
う
｡
乙

本
は
陰
の
下
に
之
の
字
が
あ
る
｡

『病
方
』
樺
文
に
徽
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡
甲
本
は
こ
の
字
を
脱
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『塞
幅
』
は
磯
と
す
る
｡
『
版
経
』
は
磯

の
下
に
而
の
字
が
あ

る
｡

『
蛋

櫨
』
は
黒
の
字
を
脱
す
る
｡



373372371370369

『
甲
乙
経
』
'
『
版
経
』
は
炎
色
'
『蛋
梅
』
は
漆
柴
と
す
る
｡

『版
経
』
は
喝
喝
を
帳
場
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』'
『
賑
経
』'
『蛋
梶
』
と
も
に
而
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』'
『肢
経
』
､
『震
幅
』
と
も
に
超
の
字
を
股
す
る
｡
街
字
で
あ
ろ
う
｡

『
甲
乙
経
』
､
『
賑
経
』､
『震
幅
』
と
も
に
院
院
と
す
る
｡
た
だ
し
四
部
叢
刊
本
は

『脆
経
』
'
『震
幅
』
と
と
も
に
統
流
と
す
る
｡

(
3
)

『
甲
乙
経
』
､
『
脹
経
』'
『震
幅
』
と
も
に
若
と
す
る
｡
『
甲
乙
経
』
と

『重
梶
』
は

377376375

飢
を
磯
と
す
る
.

『甲
乙
経
』
は
気
以
下
'
之
ま
で
の
十
四
字
を
脱
す
る
｡

『朕
経
』
は
若
と
す
る
｡

『
詮
文
』
巻
二

｢嘱
｡
疾
息
也
｡

仇
口
｡

山而
聾
｣
｡
『
搾
名
』
巻
八
､
揮
疾
病

｢嘱
.

浦
也
｡
滴
｡
疾
也
｡
気
出
入
瑞
疾

也
｣
｡
『古
代
疾
病
名
候
疏
義
』
四
六
貢

｢出
気

人
気
皆
急
速
.
然
後
可
謂
馬
堀
O
乃
今
之
呼
吸
短
促

(K
u
rzatmi
g
k
eit)

非
嘩

嘱

(A
sth
m
a
)
也
｣
｡

乙
本
は
産

以
下
'
気
ま
で
を
妖
-
｡
『
病
方
』
揮
文
に
微
い
'
補
う
｡

乙
本
は
意
と
す
る
.
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
瞳
と
解
す
る
｡
『
論
文
』
巻
二

｢磨
｡

鍍
窒
也
O
仇
ロ
.
蓋
馨
｣
｡

乙
本
は
革
と
す
る
O
『
論
文
』
巻
七

｢療
o
努
病
也

｡
凡
打
｡
単
著
｣
O
た
だ
し
皮

注
に

｢療
輿
垣
｡
音
同
而
義
別
｡
如
郭
注
山
海
経
｡
師
吉
江
漢
書
皆
云
｡
癒
｡
黄

病
｡
王
水
珪
素
問

黄
痘
云
｡
垣
｡
努
也
｡
則
二
字
互
相
伎
而
滑
惑
夫
｡
療
或
臆
悼
0

或
作
痘
｣
と
あ
る
よ
う
に
症
と
混

同
さ
れ
た
｡
段
注
に
引
く
も
の
は

『山
海
経
』

西
山
経

｢翼
望
之
山
｡
-
有
獣
｡
-
服
之
己
煙

〔郭
注
〕
責
療
病
也
｡
音
且
｣
'

『漢
書
』
巻
六
四
､
厳

助
停

｢南
方
暑
演
｡
近
夏
療
熟

〔注
〕
師
古
日
｡
樫
｡
責

病
｡
･･･王
念
孫
日
o
訓
療
病
責
病
｡
則
療
熟
二
字
義
相
属
｡
顔
詮
非
也
｡
今
案
輝

者
盛

也
｡
･･･産
熱
郎
盛
熱
.
言
南
方
暑
漁
之
地
｡
近
夏
則
盛
熟
也
｣
で
あ
る
が
'

王
念
孫
の
詮
の
是
非
は
別
と
し
て
'
必
ず
し
も
葺
痕
と
解
す
る
必
要
は
な
い
｡
そ

の
他

『史
記
』
巻

1
〇
五
'
倉
公
樽

｢舞
茸
武
里
菅
山
附
病
O
臣
意
診
其
賑
日
｡

肺
滑
樺
也
.
加
以
塞
熟
.
-
再
王
太
后
病
｡
召
臣
意
.
入
診
脱
臼
.
風
療
客
■膳
.

難
於
大
小
渡
｡
溺
赤
｡
臣

意
加
以
火
葬
場
｣
.
恒
は

『
詮
文
』
で
は
｢症
｡
責
病
也
｡

『陰
陽
十

1
沢
灸
経
』
の
研
究

386385384383(
3-7
)

390389388(3-1
)

(3-2
)

(3-3
)

(3-4
)

400399398397396395

凡
打
｡
旦
馨
｣
と
輝
と
区
別
す
る
｡
『古
代
疾
病
名
候
疏
義
』

1
四
四
頁
｢癒
｡
今

之
神
経
衰
弱
性
反
騰
也
｣
｡
『
甲
乙
経
』
そ
の
他
の
黄
症
は

『太
秦
』
に
あ
る
責
輝

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
､
噂
と
解
す
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
盾
と
解
す
る
.
『
詮
文
』
巻
七

｢療
O
不

能
言
也
｡
凡
打
｡
音
馨
｣
'
『揮
名
』
病
疏

｢倍
｡
鳴
然
無
馨
也
｣
.

1
般
に
は
お

し
と
す

る
が
t
l
時
的
な
額
牽
不
能
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

『病
方
』
揮
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
注
に
徒
い
'
生
と
解
す
る
｡

緩
帯
の
二
字
は
乙
本
も
敏
-
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
二
字
を
補
っ
た
根
投
は
明
ら
か

で
な
い
が
'
恐
ら
く

『震
幅
』
と
の
比
較
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

乙
本
は
被
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
､
投
と
解
す
る
｡
乙
本
で
は
こ
の
二

字
は
大
枚
の
下
に
あ
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
の
杖
の
略
と
解
す
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
揮
文
に
従
い
'
灸
と
解
す
る
｡

乙
本
は
希
と
す
る
｡
『
病
方
』
注
は

『易
』
蹄
妹
六
五
の
梓
文
を
引
き
'
既
と
解

す
る
｡

北
京
本
の

『甲
乙
経
』
は
生
を
脱
す
る
｡

撃
統
本
の

『
甲
乙
経
』
は
喉
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』､
『
脹
経
』
'
『震
幅
』
と
も
に
症
と
す
る
｡
た
だ
し
和
刻
本
の
『蛋
植
』

の
み
は
症
と
す
る
｡

轡
統
本
と
椀
鹿
本
の

『
甲
乙
経
』
は
僻
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『朕
経
』
は
馬
以
下
'
取
之
ま
で
の
三
十
三
字
を
腹
す
る
0

『版
経
』
は
食
の
下
に
而
の
字
が
あ
る
｡

『版
経
』
は
害
と
す
る
｡

四
部
叢
刊
本
と
和
刻
本
の

『震
幅
』
は
波
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
は
盛
の
上
に
馬
此
諸
病
の
四
字
が
あ
る
｡

『蛋
植
』
は
則
の
字
を
脆
す
る
｡

三
三
七



東

方

撃

報

(
Sew
)

『
詮
文
』
撃

一
｢喰
O
咽
也
o

仇

ロ
｡
益
馨
｣
'
『
太
秦
』
巻
三
十
'
喉
捧
喰
乾

｢喰
乾
.
口
中
熟
如
腰
｣
｡

412411410409408407406405404403424423422 421420419418417416415414413

乙
本
は
常
と
す
る
｡

乙
本
は
之
問
上
骨
の
四
字
を
脱
す
る
｡

『
病
方
』
樺
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『太
素
』
は
所
生
病
者
の
項
の
盛
有
ま
で
を
快
く
｡

『
賑
経
』
は
中
の
下
に
後
の
字
が
あ
る
｡

『
版
経
』
は
出
を
脱
す
る
｡

和
刻
本
の

『蛋
幅
』
は
端
の
下
に
黄
帝
日
肺
手
太
陰
也
の
八
字
が
あ
る
｡

甲
乙
南
本
と
も
轡
と
す
る
が
'
肘
か
膳
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡

乙
本
は
如
の
字
を
映
-
0

乙
本
は
粉
と
す
る
｡
『
太
素
』
巻
十
三
'
骨
皮

｢結
喉
以
下
至
妖
盆
中
｡
長
四
寸
0

秩
盆
以
下
至
蘭
肝
o
長
九
寸
｣
'
『
素
問
』
水
熟
穴
論

｢大
秤
.
贋
命
｡
映
盆
｡
背

余
｡
此
八
着
｡
以
寓
贋
中
之
熟
也

〔注
〕
鉄
盆
｡
在
屑
上
横
骨
隠
者
中
｣
｡『
素
問
』

の
映
盆
は
愈
穴
名
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
は
敏
盆
穴
の
あ
る
大
鎖
骨
上
胃
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
｡

『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
軍
と
す
る
.
『
集
韻
』
｢
戦
｡

1
日
催
慎
也
｣
｡

『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

撃
統
本
の

『
賑
経
』
は
脈
と
す
る
｡

『
脹
経
』
と

『塞
梅
』
は
然
を
股
す
る
｡

『塞
枢
』
は
款
と
す
る
｡

『
賑
経
』
と

『震
幅
』
は
馬
と
す
る
O

乙
本
は
胸
と
す
る
｡

乙
本
も
同
じ
｡
『
病
方
』
樺
文
は
朕
と
解
す
る
が
'
根
接
不
明
｡
院
は
胃
朕
す
な

わ
ち
胃
袋
｡

原
本
は
こ
の
二
字
を
股
す
る
が
'
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
娼
と
す
る
｡
『
病
方
』
樺
ヌ
に
従
い
､
肢
と
解
す
る
｡

乙
本
は
暇
と
す
る
｡
『
病
方
』
秤
文
に
従
い
､
痕
と
解
す
る
.
『
設
文
』
巻
七

｢療
o

427426425(4-8
)

(
4-9
)

443442441440 439438437436 435434433432431430

三
三
八

女
病
也

｡
仇
訂
｡
炭
聾
｣
､
『
太
素
』
金
二
十
九
'
脹
論

｢
石
癌
生
於
胸
中
｡
寒
気

客
於
子
門
｡
子
門
閉
塞
｡
気
不
通
｡
悪
血
嘗
寓
不
寓
｡
杯
以
留
止
｡
日
以
益
大
｡

状
如
懐
子
｡
月
事
不
以
時
下
L
t
『
素
問
』
大
奇
論

｢
三
陽
急
｡
馬
痕

〔注
〕
太
防

受
寒
｡
血
凝
病
症
｣
'
中
人
気
象
論

｢
寸
口
賑
沈
而
弱
0
日
栢
痕
少
腹
痛
｣
､
骨
塞

論

｢
任
賑
馬
病
｡
男
子
内
結
七
挿
.
女
子
帯
下
癒
衆
｣
.
子
宮
筋
腫
ま
た
は
癌
の

よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

『
版
経
』
は
厭
を
脱
す
る
｡

『
版
経
』
は
寒
を
股
す
る
｡

不
離
数
欠
の
四
字
を

『
甲
乙
経
』
'
『
版
経
』
'
『
蛋
枢
』
と
も
に
小
便
敦
而
欠
と
す

る
｡

『
版

経
』
は
麹
の
下
に
卒
遺
失
無
度
の
五
字
が
あ
る
.

『
甲
乙
経
』
は
馬
此
諸
病
の
下
に
凡
十
二
経
之
病
の
六
字
が
あ
り
'
『
賑
経
』

は

馬
以
下
､
取
之
ま
で
の
三
十
三
字
を
脱
す
る
｡

乙
本
は
上
と
す
る
｡
二
番
目
の
之
問
は
術
字
で
あ
ろ
う
｡
乙
本
に
は
な
い
｡

乙
本
は
之
を
脱
す
る
｡

乙
本
は
痛
と
す
る
｡

『
病
方
』
粋
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
陰
の
下
に
入
心
中
の
三
字
が
あ
る
｡

『
賑
綴
』
金
六
､
心
手
少
陰
経
病
讃
第
三
は
手
少
陰
之
版
の
か
わ
り
に
手
心
主
之

版
を
入
れ
る
｡
ま
た

『
甲
乙
経
』
は
手
の
字
を
脱
す
る
｡

『蛋
植
』
は
下
と
す
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『
震
幅
』
は
膳
と
す
る
｡

四
部
備
要
本
と
国
学
基
本
叢
書
本
の

『宣
植
』
は
下
を
腹
す
る
｡

四
部
備
要
本
と
国
学
基
本
叢
書
本
'
和
刻
本
の

『蛋
櫨
』
は
太
の
上
に
手
の
字
が

あ
る
｡

『
甲

乙

経
』
は
内
の
下
に
廉
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
と

『震
幅
』
は
内
の
下
に
後
の
字
が
あ
る
｡

『
甲
乙
経
』
は
之
の
字
を
脱
す
る
｡

和
刻
本
の

『震
幅
』
は
端
の
下
に
心
事
少
陰
也
の
五
字
が
あ
る
｡



453452451450449448447446445444

『病
方
』
梓
文
に
従
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

乙
本
は
瞳
と
す
る
｡
『
病
方
』
梓
文
に
従
い
､
嘘
と
解
す
る
｡

乙
本
は
渇
欲
欧
の
三
字
を
快
く
｡

『甲
乙
置
』
､
『震
幅
』
と
も
に
馬
の
上
に
是
の
字
が
あ
る
｡

『病
方
』
梓
文
に
従
い
､
乙
本
よ
り
補
う
｡

『病
方
』
秤
文
に
粗
い
'
乙
本
よ
り
補
う
｡

『
甲
乙
経
』
は
胞
満
痛
と
す
る
｡

『甲
乙
経
』
と

『蛋
梶
』
は
也
の
字
を
脆
す
る
O

『
甲
乙
経
』
は
盛
以
下
'
取
之
ま
で
の
二
十
九
字
を
脱
す
る
｡

山
田
慶
兄

｢古
代
中
国
に
お
け
る
暦
学
の
侍
授
に
つ
い
て
｣
'
『漢
方
研
究
』
l
九

七
九
年

一
〇
'
1
1
競
o

(4-1
)

(
4-4
)

中
暫
研
究
院
暫
史
文
献
研
究
室

｢後
三
種
古
経
脹
文
献
看
経
絡
学
説
的
形
成
和
敬

慮
｣
'
『
五
十
二
病
方
』
一
四

1
頁
.

(
4-5
)

赤
堀
昭

｢
新
出
土
資
料
に
よ
る
中
国
撃
契
古
典
の
見
直
し
｣
'
『
漢
方
の
悔
林
』
二

五
巻
'

二

二

二
合
併
競

(
l
九
七
八
)
0

(
4-6

)

赤
堀
昭

｢『陰
陽
十

l
脆
灸
経
』
と

『素
問

』

｣へ
『
日
本
暫
史
学
雑
誌
』
二
五
巻
､

三
競

(
一
九
七
九
)
.

(
4
)

『脹
経
』
巻
六
だ
け
は
十

l
で
あ
る
｡
た
だ
し
'
そ
の
心
事
少
陰
綴
病
苦
第
三
に

は

『太
秦
』
絶
版
篇
に
あ
る
手
少
陰
之
腺
の
記
述
は
な
く
'
手
心
主
之
肢
と
し
て

手
蕨
陰
之
朕
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
｡

(4-
)

島
田
隆
司

｢責
帝
内
経
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
(上
)
｣
｣『東
洋
暦
学
』
昭
和
五
五
年

年
四
月
競
｡

(
4-9
)

『
甲
乙
経
』
巻
六
㌧
五
味
所
宜
五
戒
生
病
大
論
第
九
㌧
『腹
経
』
巻
六
に
も
出
る
｡

(
4-
)

『太
秦
』
巻
八
'
陽
明
渡
解
'
『
甲
乙
経
』
巻
七
､
足
陽
明
版
病
賓
熱
狂
走
第
二

467466465 464463462

に
も
出
る
｡

『太
秦
』
巻
二
六
､
経
脈
蕨
'
『
甲
乙
経
』
巷
七
､
陰
衰
潜
熱
蕨
陽
衰
覆
審
厭
第

三
に
も
出
る
｡

『太
素
』
巷
八
､
経
腺
病
解
に
も
出
る
｡

『素
問
』
廠
論
篇

｢〔注
〕
蕨
謂
気
逆
上
也
O
世
謬
侍
馬
脚
気
｡
葺
飾
方
論
蔦
｣

張
介
寅

『類
経
』
巻
十
五

｢厭
者
｡
逆
也
｡
気
道
則
乱
o
故
忽
馬
旺
什
脱
絶
.
是

名
馬
蕨
｡
頗
諺
之
起
於
足
者
.
廠
蓉
之
姶
也
｡
甚
至
砕
倒
暴
蕨
｡
忽
不
知
人
｡
軽

則
漸
延
｡
重
則
即
死
｡
最
病
魚
候
.
後
世
不
能
詳
察
｡
但
以
手
足
塞
熱
雷
厭
｡
又

有
以
脚
気
満
願
者
O
謬
之
甚
也
｣
.

『太
素
』
は
産
と
す
る
｡

李
鼎

｢素
問
脈
解
篇
新
語
｣
'
『
上
海
中
撃
蔚
雑
誌
』

1
九
七
九
年

l
期
.

『素
問
』
王
祉
序

｢〔新
政
正
江
〕
祉
白
馬
得
嘗
戚
之
巻
｡
今
縮
疑
之
｡
偽
観
天

元
紀
大
論
｡
五
運
行
論
｡
六
微
旨
論
.
気
交
愛
論
｡
五
常
政
論
.
六
元
正
妃
論
｡

至
寅
要
論
七
篇
｡
居
今
素
問
四
番
｡
篇
巻
浩
大
｡
不
興
素
問
前
後
篇
巻
等
｡
又
且

所
載
之
事
.
輿
素
問
飴
篇
略
不
相
通
O
箱
疑
此
七
篇
乃
陰
陽
大
論
之
文
o
王
氏
取

以
補
所
亡
之
巻
｡
猪
周
官
亡
冬
官
｡
以
考
功
記
補
之
之
類
也
｣

『論
衡
』
尊
慮
篇

｢夫
地
之
有
百
川
也
｡
猶
人
之
有
血
脈
也
｡
血
脈
流
行
｡
汎
扱

動
静
｡
自
有
節
度
｡
百
川
亦
然
｡
其
朝
夕
往
来
｡
猶
人
之
呼
吸
気
出
入
也
｣

『太
秦
』
巷
六
'
五
戒
命
分
に
も

｢腎
下
則
腰
尻
痛
｡
不
可
以
像
仰
｡
薦
狐
栢
｣

と
あ
り
'
こ
れ
に
封
し
て
は

｢此
馬
狐
折
｡
謂
狐
夜
時
不
得
小
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